
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
人
々
が
旅
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
や
意
識

を
持
っ
て
い
た
の
か
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
近
世
の
旅
に
つ
い
て
の
研
究
史

を
整
理
し
て
お
く
。

　
早
く
か
ら
、
近
世
に
参
詣
を
行
っ
た
の
は
主
に
民
衆
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
高
橋
敏
氏
は
、
将
来
家
を
仕
切
る
で
あ
ろ
う
女
性
も
旅
人
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
見
聞
・
体
験
に
よ
る
自
己
教
育
を
行
う
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た（
１
）。
ま
た
、
新

城
常
三
氏
は
、
参
詣
は
元
来
信
仰
・
観
光
を
兼
ね
る
な
ど
自
由
だ
っ
た
が
、
講
や
通
過
儀
礼

化
し
義
務
視
さ
れ
た
参
詣
も
あ
っ
た
と
し
た（
２
）。

さ
ら
に
高
橋
陽
一
氏
と
田
中
智
彦
氏
は
、
旅

の
基
本
的
な
目
的
は
西
国
巡
礼
な
ど
の
信
仰
で
あ
り
、
そ
こ
に
他
の
寺
社
参
詣
や
物
見
遊 

山
・
観
光
な
ど
の
要
素
も
含
ま
れ
る
経
路
が
近
世
で
は
一
般
的
に
な
る
と
考
察
し
た（
３
）。

　
個
別
事
例
で
は
、
相
模
大
山
参
詣
に
注
目
し
た
原
淳
一
郎
氏
が
、
参
詣
者
に
は
山
頂
へ
の

登
拝
を
目
的
に
し
た
人
と
そ
う
で
は
な
い
人
の
二
種
類
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
加

え
て
、
特
殊
な
ル
ー
ト
を
使
う
行
動
が
近
世
の
聖
地
巡
礼
の
特
徴
で
あ
り
、
旅
の
聖
性
を
維

持
し
て
い
た
と
い
う（
４
）。

一
方
、
和
歌
山
観
光
に
注
目
し
た
佐
藤
顕
氏
は
、
和
歌
浦
を
訪
れ
る

人
の
多
く
は
巡
礼
者
で
あ
り
、
加
太
か
ら
四
国
へ
の
渡
海
が
本
格
的
に
始
ま
る
と
旅
人
数
が

増
加
す
る
こ
と
、
ま
た
、
現
地
の
民
衆
は
旅
人
の
誘
致
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た（
５
）。

中
近
世
の
寺
社
参
詣
と
壁
書

峯
　
岡
　
知
　
廣

　
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
旅
は
近
世
に
な
る
と
関
連
施
設
や
交
通
の
整
備
・
ル
ー
ト
の

発
展
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、
そ
の
主
体
は
参
詣
を
行
う
庶
民
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
巡
礼
一
連
の
動
き
を
み
る
も

の
が
多
い
。
例
え
ば
、
高
橋
敏
氏
の
研
究
は
、
伊
豆
地
方
で
の
巡
礼
供
養
塔
を
史
料
に
、
村

落
構
造
か
ら
の
巡
礼
者
の
実
態
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
地
方
の
巡
礼
者
の
傾

向
が
そ
の
ま
ま
全
国
に
当
て
は
ま
る
と
は
考
え
ら
れ
に
く
い
。

　
そ
れ
に
対
し
て
前
田
卓
氏
は
、
納
札
の
調
査
に
よ
る
寺
院
で
の
定
点
観
測
を
行
い
旅
人
の

増
加
時
期
や
地
域
に
よ
る
傾
向
な
ど
を
指
摘
し
、
全
国
的
な
巡
礼
者
の
実
態
を
考
察
し
て
い

る（
６
）。
し
か
し
、巡
礼
札
は
参
詣
者
が
事
前
に
準
備
し
て
い
た
物
で
あ
り
、用
意
し
て
い
な
か
っ

た
巡
礼
者
が
書
い
た
と
思
わ
れ
る
壁
書
は
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
壁
書
そ
の
も
の
の
研
究
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
山
岸
常
人
氏
は
、

墨
書
の
位
置
か
ら
中
世
の
仏
堂
が
僧
俗
を
問
わ
な
い
広
汎
な
参
詣
と
参
籠
行
為
を
行
う
場
に

な
り
世
俗
化
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た（
７
）。

ま
た
、
三
上
喜
孝
氏
は
、
仏
堂
墨
書
の
多
く
は

文
字
を
書
き
な
れ
な
い
巡
礼
者
が
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
集

中
し
て
書
か
れ
、
そ
れ
に
は
地
域
社
会
を
超
え
た
普
遍
性
・
類
似
性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た（
８
）。

そ
の
ほ
か
幡
鎌
一
弘
氏
は
、
法
華
山
一
乗
寺
の
巡
礼
札
の
調
査
に
お
い
て
、
墨
書

の
上
に
も
札
が
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
墨
書
の
行
為
は
納
札
と
同
じ
信
仰
的
意

味
を
持
っ
て
い
る
と
考
察
し
た（
９
）。

　
こ
れ
ら
の
研
究
で
、
仏
堂
の
墨
書
は
参
詣
者
の
実
態
を
示
す
生
の
文
字
史
料
と
し
て
用
い

ら
れ
た
が
、
そ
の
考
察
は
一
七
世
紀
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
近
世
に
な
る
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と
民
衆
の
参
詣
・
巡
礼
の
旅
に
は
、
信
仰
の
ほ
か
に
観
光
の
意
識
が
加
え
ら
れ
て
き
た
と
さ

れ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
主
と
し
て
日
記
史
料
で
あ
る
。
日
記
は
書
き
手
の
主
観
に
よ
り
内
容

が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
八
世
紀
以
降
の
壁
書
も
視
野
に
入
れ
る

こ
と
で
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
旅
に
対
す
る
意
識
の
変
化
は
よ
り
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
参
詣
先
で
の
壁
書
を
史
料
と
す
る
。
壁
書
は
寺
社
で
の
定
点
観
測
が

可
能
で
あ
り
、
年
代
や
居
所
と
の
距
離
な
ど
を
数
量
デ
ー
タ
で
示
す
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の

た
め
日
記
よ
り
も
客
観
的
に
参
詣
者
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
旅
の
目
的
意
識
な
ど

参
詣
者
の
実
態
を
よ
り
俯
瞰
的
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
比
較
の
た
め
、
ま
ず
は
中
世
の
壁
書
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
か

ら
始
め
、
そ
の
後
近
世
の
壁
書
を
み
て
い
く
。
ま
た
、
西
国
三
十
三
所
な
ど
主
な
参
詣
地
は

西
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
西
日
本
の
寺
社
を
中
心
に
扱
う
。
な
お
、
壁
書
と
は
壁
に
書
い

た
文
字
お
よ
び
そ
の
内
容
の
こ
と
で
あ
る
が
、
参
詣
者
は
壁
以
外
に
柱
や
長
押
・
戸
の
桟
な

ど
に
も
書
き
付
け
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
神
社
仏
閣
の
建
造
物
に
書
か
れ
た
文
字
を
総
称

し
て
壁
書
と
す
る
。

第
一
章

　壁
書
の
基
本
情
報

　
幡
鎌
氏
も
引
用
す
る
【
図
１
】
は
、
落
書
す
る
西
国
三
十
三
所
巡
礼
者
の
姿
を
描
い
た

一
八
世
紀
中
ご
ろ
の
禅
画
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
人
の
手
が
届
か
な
い
よ
う
な
高
い
位
置

に
は
同
行
者
を
踏
み
台
に
し
て
文
字
を
書
き
付
け
て
い
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
巡
礼
者
の
姿

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
絵
柄
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
巡
礼
者
が
壁

書
す
る
こ
と
は
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
壁
書
は
、【
図
２
】
の
よ
う
に
柱
・
壁
・
扉
な
ど
に
直
接
書
き
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
な

か
に
は
人
の
手
が
届
か
な
い
よ
う
な
天
井
に
書
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
先
述
の
納

札
と
同
様
の
場
所
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
同
じ
信
仰
・
記
念
の
意
味
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
）
（1
（

。

　
さ
て
、
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
西
日
本
を
中
心
に
建
造
物
の
解
体
修
理
報
告
書

に
史
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
壁
書
を
可
能
な
限
り
収
集
し
た
。
対
象
と
な
る
寺
社
は 

【
表
１
】
の
と
お
り
一
八
棟
で
あ
る
。
壁
書
は
近
現
代
の
も
の
を
除
き
、
全
部
で
一
六
八
点

収
集
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
東
は
愛
知
県
豊
川
市
の
三
明
寺
本
堂
か
ら
西
は
熊
本
県
球
磨

郡
多
良
木
町
の
青
蓮
寺
阿
弥
陀
堂
ま
で
、
西
日
本
を
中
心
に
広
範
囲
に
わ
た
る
建
造
物
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
収
集
し
た
一
六
八
点
の
壁
書
は
、【
表
２
】
で
年
代
順
に
整
理
し
て
い
る
。
中
世
の
壁
書

は
四
七
点
、
近
世
の
壁
書
は
五
九
点
あ
り
、
最
古
の
年
代
は
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）、
最

新
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
通
し
番
号
を
付
け
、
引
用
す
る

場
合
は
［
１
］
と
表
記
す
る
。

　
壁
書
は
、
参
詣
者
に
よ
っ
て
思
い
思
い
に
書
か
れ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
基
本
的
な
構
成

が
あ
る
。
実
際
に
書
か
れ
た
例
を
次
に
あ
げ
て
お
く
。

遠
敷
郡
」
た
ら
庄
村
」
高
鳥
［
　
］
吉
…
」
文
化
十
三
丙

　子
…
」
正
月
十
六
日
参
り
申

し
候
［
70
］

【図１】白隠「巡礼落書図」（一部）
芳澤勝弘「白隠の巡礼落書図」（『禅文化』
二〇四号、二〇〇七年）より引用。

−46−−47−

【図２】浄土寺浄土堂 壁書
『国宝浄土寺浄土堂修理工事報告書』図版編（浄土寺浄土堂修理委員会、一九五九年）より引用。

【表１】本稿で扱う建造物

記号 建造物 所在地 壁書年代
A 浄土寺　浄土堂　 兵庫県小野市浄谷町 1506−1891
B 朝光寺　本堂 兵庫県加東市 1428−1526
C 興福寺　東金堂 奈良県奈良市登大路町 1559
D 不動院　本堂 奈良県大和高田市本郷町 1570
E 正蓮寺　大日堂 奈良県橿原市小綱町 1470−1692
F 円成寺　本堂 奈良県奈良市忍辱山町 1493−1613
G 金剛寺　薬師堂 大阪府河内長野市天野町 1504
H 福勝寺　本堂 和歌山県海南市下津町 1512−1820
I 金峯山寺　本堂 奈良県吉野郡吉野町 1573−1591
J 般若寺　経蔵 奈良県奈良市般若寺町 1573−1576
K 三明寺　本堂内宮殿 愛知県豊川市豊川町 1578
L 当麻寺　薬師堂 奈良県葛城市 1581
M 吉野水分神社　拝殿 奈良県吉野郡吉野町 1663−1865
N 永保寺　開山堂 岐阜県多治見市虎渓山町 1672
O 青蓮寺　阿弥陀堂 熊本県球磨郡多良木町 1789−1832
P 出釈迦寺　本堂 香川県善通寺市 1793−1886
Q 飯盛寺　本堂 福井県小浜市 1816−1877
R 粉河寺　六角堂 和歌山県紀の川市 不明

註１）［R］は解体修理報告書で壁書の解読がされていないため年代が判明していないが、この建
造物は1720年に建立されているため、書かれている壁書は近世のものであると判断できる。

註２）［Ｍ］は1604年、［Ｐ］は1790年に建立されているため、年月日が不明のものも近世の壁書
であると判断できる。
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【図２】浄土寺浄土堂 壁書
『国宝浄土寺浄土堂修理工事報告書』図版編（浄土寺浄土堂修理委員会、一九五九年）より引用。

【表１】本稿で扱う建造物

記号 建造物 所在地 壁書年代
A 浄土寺　浄土堂　 兵庫県小野市浄谷町 1506−1891
B 朝光寺　本堂 兵庫県加東市 1428−1526
C 興福寺　東金堂 奈良県奈良市登大路町 1559
D 不動院　本堂 奈良県大和高田市本郷町 1570
E 正蓮寺　大日堂 奈良県橿原市小綱町 1470−1692
F 円成寺　本堂 奈良県奈良市忍辱山町 1493−1613
G 金剛寺　薬師堂 大阪府河内長野市天野町 1504
H 福勝寺　本堂 和歌山県海南市下津町 1512−1820
I 金峯山寺　本堂 奈良県吉野郡吉野町 1573−1591
J 般若寺　経蔵 奈良県奈良市般若寺町 1573−1576
K 三明寺　本堂内宮殿 愛知県豊川市豊川町 1578
L 当麻寺　薬師堂 奈良県葛城市 1581
M 吉野水分神社　拝殿 奈良県吉野郡吉野町 1663−1865
N 永保寺　開山堂 岐阜県多治見市虎渓山町 1672
O 青蓮寺　阿弥陀堂 熊本県球磨郡多良木町 1789−1832
P 出釈迦寺　本堂 香川県善通寺市 1793−1886
Q 飯盛寺　本堂 福井県小浜市 1816−1877
R 粉河寺　六角堂 和歌山県紀の川市 不明

註１）［R］は解体修理報告書で壁書の解読がされていないため年代が判明していないが、この建
造物は1720年に建立されているため、書かれている壁書は近世のものであると判断できる。

註２）［Ｍ］は1604年、［Ｐ］は1790年に建立されているため、年月日が不明のものも近世の壁書
であると判断できる。
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42 1573 元亀4年3月18日 甲州鶴之郡八村 周尊1人 南無阿弥陀仏 A

43 1573 元亀4年7月7日 九州肥後玉名郡野原
庄小代

○（魚偏に宜）中光
同行3人

歌 J

44 1573
−

1591

天正 相州中郡さくら ― 16□□ I

45 1576 天正4年8月13日 □（総か紀か）州□ 板倉次郎三郎
同道　金杉太郎四朗

西国一見見□□□ J

46 1578 天正6年… 高野山□大黒院□ ― （あらなく）/このてら門
/さまこいし

K

47 1581 天正9年閏７月9日 長州萩津 ― 此表一見□幸 L

48 1588 天正16年□1月 ― ― 金□□□ん匁 I

49 1588 天正16年7月1□□ 相州中郡 16人 順礼/村衆2人□之□□□ I

50 1603 慶824日 常陸 ― まかへ A

51 1604 慶長9年大ひ日正月 ― ― ― E

52 1609 慶長14年5月□□日 ― 乗□（毎の下に水） 旅の途中 F

53 1613 慶長18年 ― ― 男色 F

54 1614 慶長20年5月12日 越前国北方 松崎刑部卿只1人 かた… A

55 1615 慶長20年5月□1日 ― ― かた□… A

56 1641 寛永18年10月6日 ― ―（参詣者） ―（刻書） H

57 1663 寛文3年5月朔日9ツ時 ― ― 修行/祈祷 M

58 1672 寛文12年8月24日 尾州名古屋田町 幸若氏　一花心
羽根田氏　自笑

尾州名古屋恒豊一見之□
（刻書）

N

59 1714 正徳4年正月18日 ― ― 能番組 M

60 1746 延享3年4月8日 ― 伊保瓦重　　　　　
長三

― A

61 1774 安永3年4月5日 ― ― 御陽行房致物也 M

62 1777 安永6年卯月21日 大坂曽根崎三丁目 蔦屋新兵衛 参詣仕候/村田屋 懇意内 A

63 1782 天明2年4月18日 遠州秋葉山麓犬居□ 尾浜武右エ門
同行18叶

参候 A

64 1786 天明6年6月27日 赤穂上郡 梅川 参ル A

65 1789 寛政元年8月9日 ― 3人□/□□/□□/考典 参詣 O

66 1793 寛政正年4月12日 勢州津町（○に心） 14人 百人講 P

67 1797 寛政9年正月20日 播列 三木市右エ門 ― A

68 1807 文化4年3月23日 武州足立郡塚越村 同行4人 ― A

69 1814 文化11年8月3日9ツ時 阿州阿波郡西ノ川村 武蔵 奉順礼西国三十三所霊 A

70 1816 文化13年正月16日 遠敷郡たら庄村 高鳥［　］…吉… 参詣 Q

71 1818 文化15年正月23日 ― ― ― A

72 1820 文政3年 ― ―（参詣者） ― H

73 1820 文政3年5月3日 同国印南郡中筋村 亀田定石衛門 此堂参詣仕候 A

74 1829 文政12年9月21日 酒見北条 あん□丁角蔵
かま□丁おきち
　　　　　　おそで

― A

75 1830
−

1843

天保〔　〕4月 ― 石井三… ― P

76 1832 天保3年2月15日 大坂 瀧屋藤太郎 参詣 A

77 1832 天保3年… ― ― 2… O

番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物
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【表２】壁書一覧

番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物

1 1430 永享2年 ― ― □/南無大悲観世音菩薩 B

2 1470 文明2年5月21日 ― ― 花押 E

3 1493 明応2年4月14日・結日21日 ― ― 南無阿弥陀仏 F

4 1493 明応2年 ― ― 開山年/仏像安置年 F

5 1495 明応4年2月21日 ― 栄助同衆 彼岸中参籠 F

6 1497 明応6年8月19日 ― 栄助同衆 彼岸中参籠/9度参籠所願
成就

F

7 1500 明応9年正月21日 ― 山伏両法女人 諸国一見 F

8 1503 文亀3年6月27日 ― ― 南無阿弥陀仏 F

9 1503 文亀3年8月 ― 栄俊
栄順

彼岸中参籠 F

10 1504 永正元年卯月 ― ― 南無…（貫欠） G

11 1506 永正3年 当国印南群□村 ― 南無阿弥陀仏 A

12 1508 永正5年2月17日 ― 2人 １７日参籠 F

13 1512 永正9年5月16日 ― ― ― H

14 1513 永正10年8月13日 ― ― 彼岸 F

15 1514 永正11年8月吉日 ― ― ― H

16 1514 永正11年8月□日 ― 善円 併御仏意相者… F

17 1515 永正12年5月4日 ― ―（参詣者） ― H

18 1515 永正12年3月24日 ― 22人 ― F

19 1515 永正12年潤2月7日 ― 宗禅入道 17日参籠 F

20 1516 永正13年9月11日 ― 円海
藤徳

17ヶ日参籠 F

21 1527 大永7年 役人専光坊 少弐　大学 ― A

22 1527 大永7年 ― ― ― A

23 1529 享禄2年 ― 純意 南無阿弥陀仏 A

24 1529 享禄2年3月18日 ― ― ― A

25 1533 天文2年4月12日 明鏡坊 宝寿 ― A

26 1537 天文6年4月5日 当国明石郡江井嶌 教観 西国時始而道伴 A

27 1544 天文13年8月2日… ― 同□（行）2人 西国一見 A

28 1544 天文13年8月15日 九州筑前□□住人 石津弥六衛門 西国卅三所巡礼 A

29 1552 天文21年7月14日 与州 菱田… ― A

30 1555 天文24年7月5日亥剋 ― ― ― A

31 1555 天文24年7月 常陸さ竹 田所弥三郎 ― A

32 1557 弘治3年6月吉日 ― ―（修験者） 奉修求聞持虚空蔵法 H

33 1559 永禄2年卯月12日より ― 同行3人 当行始行新立 C

34 1560 永禄3年 ― ―（修験者） ― H

35 1563 永禄6年7月5日 ― ― ― A

36 1563 永禄6年 ― ― ― A

37 1566 永禄9年5月5日 ― ― 歌/草木成仏 F

38 1566 永禄9年8月3日 ― ― ― E

39 1569 永禄12年 ― ― （奉修求聞持虚空蔵法） H

40 1570 元亀元年6月 ― ―（修験者） ― H

41 1570 元亀元 ― ― 男色 D
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【表２】壁書一覧

番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物

1 1430 永享2年 ― ― □/南無大悲観世音菩薩 B

2 1470 文明2年5月21日 ― ― 花押 E

3 1493 明応2年4月14日・結日21日 ― ― 南無阿弥陀仏 F

4 1493 明応2年 ― ― 開山年/仏像安置年 F

5 1495 明応4年2月21日 ― 栄助同衆 彼岸中参籠 F

6 1497 明応6年8月19日 ― 栄助同衆 彼岸中参籠/9度参籠所願
成就

F

7 1500 明応9年正月21日 ― 山伏両法女人 諸国一見 F

8 1503 文亀3年6月27日 ― ― 南無阿弥陀仏 F

9 1503 文亀3年8月 ― 栄俊
栄順

彼岸中参籠 F

10 1504 永正元年卯月 ― ― 南無…（貫欠） G

11 1506 永正3年 当国印南群□村 ― 南無阿弥陀仏 A

12 1508 永正5年2月17日 ― 2人 １７日参籠 F

13 1512 永正9年5月16日 ― ― ― H

14 1513 永正10年8月13日 ― ― 彼岸 F

15 1514 永正11年8月吉日 ― ― ― H

16 1514 永正11年8月□日 ― 善円 併御仏意相者… F

17 1515 永正12年5月4日 ― ―（参詣者） ― H

18 1515 永正12年3月24日 ― 22人 ― F

19 1515 永正12年潤2月7日 ― 宗禅入道 17日参籠 F

20 1516 永正13年9月11日 ― 円海
藤徳

17ヶ日参籠 F

21 1527 大永7年 役人専光坊 少弐　大学 ― A

22 1527 大永7年 ― ― ― A

23 1529 享禄2年 ― 純意 南無阿弥陀仏 A

24 1529 享禄2年3月18日 ― ― ― A

25 1533 天文2年4月12日 明鏡坊 宝寿 ― A

26 1537 天文6年4月5日 当国明石郡江井嶌 教観 西国時始而道伴 A

27 1544 天文13年8月2日… ― 同□（行）2人 西国一見 A

28 1544 天文13年8月15日 九州筑前□□住人 石津弥六衛門 西国卅三所巡礼 A

29 1552 天文21年7月14日 与州 菱田… ― A

30 1555 天文24年7月5日亥剋 ― ― ― A

31 1555 天文24年7月 常陸さ竹 田所弥三郎 ― A

32 1557 弘治3年6月吉日 ― ―（修験者） 奉修求聞持虚空蔵法 H

33 1559 永禄2年卯月12日より ― 同行3人 当行始行新立 C

34 1560 永禄3年 ― ―（修験者） ― H

35 1563 永禄6年7月5日 ― ― ― A

36 1563 永禄6年 ― ― ― A

37 1566 永禄9年5月5日 ― ― 歌/草木成仏 F

38 1566 永禄9年8月3日 ― ― ― E

39 1569 永禄12年 ― ― （奉修求聞持虚空蔵法） H

40 1570 元亀元年6月 ― ―（修験者） ― H

41 1570 元亀元 ― ― 男色 D
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115 ― ― ― 三郎 西国一見伊せうに赤蓮寺
せん

A

116 ― ― 駿河国田中衆 5人 ― A

117 ― ― 下総野田… ― ― A

118 ― ― ― 5人 西国卅三巡礼 A

119 ― ― 賀古 さ川大郎兵衛 参宮申、吉野、多武峯　
高野　粉河　根来　尾張
国熱田

A

120 ― ― 美作 本位田右衛門亮 当寺一見之事、両三度に
て候、近比珎重存候

A

121 ― ― 信州佐久野沢 永仁 内山円良…　 A

122 ― ― 和州 ― ― A

123 ― ― 野州ひこ間 ― ― A

124 ― ― 常州 ― ― A

125 ― ― 相州国府 ― ― A

126 ― ― 上総国真行寺真福寺 空相 ― A

127 ― ― 常州 小田 ― A

128 ― ― 長岡 少弐1人 ― A

129 ― ― 雲州国 六郎 ― A

130 ― ― ― ― 南無… B

131 ― ― ― ― 鹿野山/朝光寺 B

132 ― ― ― ― 南… B

133 ― ― ― ― 南無大… B

134 ― ― ― ― 願以比功徳 B

135 ― ― ― ― 奉念誦般若心経1500巻敬
白

B

136 ― ― ― ― 南無阿弥陀仏 F

137 ― ― ― ― 不明 F

138 ― ― ― ― 南無阿弥陀仏 F

139 ― ― ― ― 男色 F

140 ― ― ― ― 歌 F

141 ― ― ― 栄助 17ヶ日参籠 F

142 ― ― ― ― 彼岸日参籠 F

143 ― ― ― 3人 4度参籠 F

144 ― ― ― ― 男色 F

145 ― ― ― 空剛 大乗妙典/かたみの歌 F

146 ― ― ― ― 歌 F

147 ― ― ― ― 南無阿弥陀仏 F

148 ― ― 真□坊 沙門 妙水 当寺知恩院/諸国一見/男
色

F

149 ― ― ― ― 歌 F

150 ― ― ― ― 歌か F

151 ― ― ― ― 歌 F

152 ― ― 高野山 ―（僧） 言得意即身成仏/御まふ
り有之

G

153 ― ― ― ― 歌 G

番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物

−50−−51−

78 1832 天保3… ― ― ― O

79 1836 天保7年3月吉日明九ツ半□ 播州姫路西二階町 富屋店善助
同行3人

― P

80 1839
−

1843

天保1〔　〕18日 北越蒲原郡弥彦石□
村

松□伊…
同行…

― P

81 1842 天保13年正月… ― ― ― P

82 1847 弘化4年 備前児島阿津村 源三郎 ― P

83 1851 嘉永4年5月5日 但馬養父十二所村 同行両人 参詣 A

84 1864 元治元年7月19日 ― 荒鹿（清）一 京都長州守に付…
若州様（者）片原御箇（メ）

Q

85 1865 慶応元年9月22日 ― ― ― M

86 ― 丑ノ8月15日 備中賀陽郡長良村 前田官左衛門 ― P

87 ― 卯5月11日 塩本尻 幸治郎 廻 P

88 ― 未2月2日 伊予松山和気郡古唐
村

同行9人 廻り P

89 ― 亥4月17日 備中下津井 □□善介
他4名

八… P

90 ― 亥4月19日9ツ時 阿州徳島新魚町 魚屋幸吉 ― P

91 ― 亥の8月21日 ― ― 寄進 F

92 ― 2月11日 阿州板野郡才田村 田中善太郎 ― P

93 ― 5月23日 ― ― 大国行順 A

94 ― 6月2日 ― ― 7日参籠 F

95 ― 7月6日 さ竹太田 ― ― A

96 ― 7月19日 久下田 木村四ゝ（郎）
六兵衛

― I

97 ― 7月19日 ひこら　さくら うへの新べ□ ― I

98 ― ― 江戸白金5丁目 3人 ― P

99 ― ― 備中西阿知 ― 仙表… P

100 ― ― 備前鹿忍 ― □八 P

101 ― ― 備中　玉嶋□小路 井幸
外4名

― P

102 ― ― 備中倉… ― ― P

103 ― ― 大坂〔　〕横〔　 〕
津各郡□り

― ― P

104 ― ― 紀州若山… ― ― P

105 ― ― 阿波国板野郡御所村 笠井…
他4名

― P

106 ― ― 大坂□難波… ― ― P

107 ― ― 備前国児島郡… ― ― P

108 ― ― 備中松山 ―（商人） 綿岩中伝●（（］に庄）
三靏

P

109 ― ― ― ― 八十八 P

110 ― ― 土州 ― ― P

111 ― ― 水戸… ― ― P

112 ― ― ― ― 修行 M

113 ― ― 常陸 みやけ新二郎 ― A

114 ― ― 出羽長井 ― ― A

番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物
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78 1832 天保3… ― ― ― O

79 1836 天保7年3月吉日明九ツ半□ 播州姫路西二階町 富屋店善助
同行3人

― P

80 1839
−

1843

天保1〔　〕18日 北越蒲原郡弥彦石□
村

松□伊…
同行…

― P

81 1842 天保13年正月… ― ― ― P

82 1847 弘化4年 備前児島阿津村 源三郎 ― P

83 1851 嘉永4年5月5日 但馬養父十二所村 同行両人 参詣 A

84 1864 元治元年7月19日 ― 荒鹿（清）一 京都長州守に付…
若州様（者）片原御箇（メ）

Q

85 1865 慶応元年9月22日 ― ― ― M

86 ― 丑ノ8月15日 備中賀陽郡長良村 前田官左衛門 ― P

87 ― 卯5月11日 塩本尻 幸治郎 廻 P

88 ― 未2月2日 伊予松山和気郡古唐
村

同行9人 廻り P

89 ― 亥4月17日 備中下津井 □□善介
他4名

八… P

90 ― 亥4月19日9ツ時 阿州徳島新魚町 魚屋幸吉 ― P

91 ― 亥の8月21日 ― ― 寄進 F

92 ― 2月11日 阿州板野郡才田村 田中善太郎 ― P

93 ― 5月23日 ― ― 大国行順 A

94 ― 6月2日 ― ― 7日参籠 F

95 ― 7月6日 さ竹太田 ― ― A

96 ― 7月19日 久下田 木村四ゝ（郎）
六兵衛

― I

97 ― 7月19日 ひこら　さくら うへの新べ□ ― I

98 ― ― 江戸白金5丁目 3人 ― P

99 ― ― 備中西阿知 ― 仙表… P

100 ― ― 備前鹿忍 ― □八 P

101 ― ― 備中　玉嶋□小路 井幸
外4名

― P

102 ― ― 備中倉… ― ― P

103 ― ― 大坂〔　〕横〔　 〕
津各郡□り

― ― P

104 ― ― 紀州若山… ― ― P

105 ― ― 阿波国板野郡御所村 笠井…
他4名

― P

106 ― ― 大坂□難波… ― ― P

107 ― ― 備前国児島郡… ― ― P

108 ― ― 備中松山 ―（商人） 綿岩中伝●（（］に庄）
三靏

P

109 ― ― ― ― 八十八 P

110 ― ― 土州 ― ― P

111 ― ― 水戸… ― ― P

112 ― ― ― ― 修行 M

113 ― ― 常陸 みやけ新二郎 ― A

114 ― ― 出羽長井 ― ― A

番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物
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154 ― ― 寶笠寺 ― 不明 G

155 ― ― ― ― 不明 G

156 ― ― ― ―（修験者） ― H

157 ― ― □波 ― ― J

158 ― ― □なかさき西□□
（長崎か）

― ― J

159 ― ― 伊勢国あのふこお津
西来寺

僧
同行□

（中間切断）…代所仕候
仍而

J

160 ― ― ― 才人　さきち 助うち… K

161 ― ― 遠州… 不明 男色 K

162 ― ― ― 同行5人 男色 K

163 ― ― 下さ川郷　長三 与八 ―（刻書） N

164 ― ― 甲賀郡野田村 小山平右衛門 ― N

165 ― ― ― 長右衛門　など ― N

166 ― ― ― ― お□寺に…/御坊ハ全蔵
（二）て（候）

Q

167 ― ― ― ― …飯盛寺見渡す Q

168 ― ― ― ― 加斗飯盛寺法海… Q

註１）この表は以下を参考に作成した。
『国宝浄土寺浄土堂修理工事報告書』（本文編）（図版編）浄土寺浄土堂修理委員会、1959年
『小野市史』第四巻史料編Ⅰ、小野市史編纂専門委員会、1997年
文化財建造物保存技術協会『国宝朝光寺本堂修理工事報告書』朝光寺、2012年
『国宝興福寺東金堂修理工事報告書』国宝興福寺東金堂修理工事事務所、1940年
『重要文化財不動院本堂修理工事報告書』奈良県文化財保存事務所、1967年
『重要文化財正蓮寺大日堂修理工事報告書』奈良県教育委員会文化財保存課、1957年
『重要文化財円成寺本堂及楼門修理工事報告書』奈良県教育委員会事務局文化財保存課、1961年
建築研究協会編『大阪府指定有形文化財金剛寺薬師堂五仏堂五仏堂渡廊保存修理工事報告書』天野山金剛寺、2004
年
和歌山県文化財センター編『重要文化財福勝寺本堂・求聞持堂修理工事報告書』福勝寺、2008年
奈良県文化財保存事務所編『国宝金峯山寺本堂修理工事報告書』奈良県教育委員会、1984年
奈良県文化財保存事務所編『重要文化財般若寺経蔵修理工事報告書』奈良県教育委員会、1973年
県指定文化財建造物三明寺本堂修理委員会『愛知県指定文化財建造物三明寺本堂保存修理工事報告書』三明寺、
2006年
奈良県文化財保存事務所編『重要文化財当麻寺薬師堂修理工事報告書』奈良県教育委員会、1978年
奈良県文化財保存事務所編『重要文化財吉野水分神社拝殿幣殿修理工事報告書』奈良県教育委員会、1975年
文化財建造物保存技術協会編『国宝永保寺開山堂及び観音堂保存修理工事報告書』永保寺、2012年
文化財建造物保存技術協会編『重要文化財青蓮寺阿弥陀堂保存修理工事報告書』青蓮寺、1996年
香川県政策部文化技術局文化振興課『四国八十八ヶ所霊場第七十三番札所出釈迦寺調査報告書』香川県、2018年
文化財建造物保存技術協会編『重要文化財飯盛寺本堂修理工事報告書』飯盛寺、1998年
和歌山県文化財センター編『名勝粉河寺庭園粉河寺六角堂史跡名勝建造物緊急修復事業概報』粉河寺、1996年

註２）建造物は表1の記号と対応している。

番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物
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太
郎
［
76
］

　
こ
の
よ
う
に
壁
書
は
、
順
序
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
や
一
部
が
記
載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る

が
、
基
本
的
に
は
日
付
・
居
所
・
名
前
（
人
数
）・
記
事
の
四
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
使
用
す
る
壁
書
史
料
は
こ
の
四
項
目
に
分
解
し
て
表
に
掲
載
し
て
い
る
。
な
お

記
事
は
、
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
が
、
長
文
の
も
の
は
主
な
内
容
を
判
断
し
「
歌
」「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
の
よ
う
に
略
記
し
て
い
る
。

　
身
分
に
つ
い
て
は
、
書
き
付
け
た
人
物
の
名
前
を
も
と
に
僧
・
俗
人
・
複
数
人
に
分
類
し

た
。
俗
人
は
、
そ
の
な
か
で
も
さ
ら
に
苗
字
を
持
っ
て
い
る
人
物
・
苗
字
を
持
っ
て
い
な
い

人
物
・
屋
号
を
持
っ
て
い
る
商
人
の
三
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。

天
保
七
申
三
月
吉
日
明
九
ツ
半
□
　
播
州
姫
路
西
二
階
町
　
富
屋
店
善
助
　
同
行
三
人

［
79
］

　
ま
た
、
右
の
よ
う
に
身
分
が
判
断
で
き
る
名
前
と
そ
の
同
行
者
の
名
前
や
人
数
が
書
か
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
俗
人
と
複
数
人
の
両
方
の
項
目
に
分
類
し
て
い
る
。

　
記
事
の
視
点
か
ら
は
、
三
上
氏
の
研
究
を
参
考
に
信
仰
・
観
光
・
歌
の
三
種
類
に
分
類
し 

た
。

南
無
阿
弥
陀
佛
」
当
国
印
南
郡
□
村
」
永
正
三
年
［
11
］

同
国
印
南
郡
中
筋
村
亀
田
定
石
衛
門
」
文
政
三
辰
五
月
三
日
此
堂
参
詣
仕
候
［
73
］

　
ま
ず
信
仰
に
は
、
右
の
よ
う
に
「
参
詣
」
や
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」「
参
籠
」
な
ど
の
宗
教

的
な
行
為
や
言
葉
の
記
述
が
み
ら
れ
る
記
事
を
分
類
し
て
い
る
。

西
国
一
見
」
同
□（
行
）二
人
　
天
文
十
三
年
八
月
二
日
…
［
27
］

　
次
に
観
光
に
は
、
右
の
よ
う
な
宗
教
的
な
記
述
と
思
わ
れ
な
い
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
記

事
を
分
類
し
た
。
こ
れ
ら
は
信
仰
の
記
事
と
は
異
な
り
、
寺
社
へ
の
参
詣
が
主
目
的
で
は
な

い
旅
人
の
記
述
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
で
信
仰
と
異
な
る
も
う
一
つ
の
目
的

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
観
光
と
分
類
名
を
つ
け
た
。

あ
ら
ゝ
ゝ
御
ゆ
か
し
の
」
五
郎
殿
や
」
元
亀
元
ム
マ
［
41
］

　
ま
た
、
右
の
よ
う
に
美
少
年
に
対
す
る
思
い
を
書
い
た
男
色
の
記
事
も
み
ら
れ
る
。
男
色

は
、
後
述
す
る
「
か
た
ミ
か
た
ミ
」
の
よ
う
に
共
通
し
た
「
あ
ら
ゝ
ゝ
恋
し
や
」
の
フ
レ
ー

ズ
が
書
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
仏
堂
墨
書
の
特
徴
の
一
つ
を
表
す
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
る
）
（（
（

。
記
事
の
内
容
と
し
て
は
、
信
仰
目
的
と
は
考
え
ら
れ
に
く
い
た
め
、
観
光
目
的
の
記

事
に
分
類
す
る
。

山
里
爾
う
き
よ
い
と
王
ん
夏
も
か
な
」
く
や
し
く
す
き
し
む
か
し
に
は
候
ら
ん
［
140
］

大
乗
妙
典
　
か
き
お
く
も
そ
て
こ
そ
ぬ
れ
も
し
□
□
□
」
ら
□
」
な
可
ら
ん
あ
と
の
」

可
た
み
と
も
な
れ
」
空
剛
［
145
］

　
三
つ
目
の
歌
は
、
右
の
よ
う
に
歌
が
含
ま
れ
る
記
事
を
分
類
す
る
。
歌
を
書
き
付
け
る
こ

と
は
、
参
詣
の
記
念
や
呪
文
的
な
意
味
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
）
（1
（

。
な
か
に
は
作
者
不
明
に
も

か
か
わ
ら
ず
全
国
で
共
通
し
て
書
き
付
け
ら
れ
る
歌
も
あ
る
。こ
れ
は
三
上
氏
に
よ
っ
て「
か

た
み
の
歌
」
と
名
付
け
ら
れ
、「
書
き
お
く
も
か
た
み
と
な
れ
や
筆
の
あ
と
我
は
い
づ
く
の

土
と
な
る
ら
ん
」
を
大
ま
か
な
形
と
し
て
、
所
々
変
形
さ
れ
な
が
ら
落
書
で
全
国
に
広
ま
っ
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］
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は
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。
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と
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と
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れ
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。
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を
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は
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の
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や
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的
な
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を
持
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な
か
に
は
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に
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れ
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付
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ら
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落
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で
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国
に
広
ま
っ
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た
歌
と
さ
れ
て
い
る
。
変
形
は
歌
だ
け
で
な
く
、「
か
た
ミ
か
た
ミ
」
と
い
う
壁
書
の
定
型

句
と
し
て
も
使
わ
れ
た
）
（1
（

。
今
回
収
集
し
た
壁
書
の
中
に
も
同
様
の
記
事
が
み
ら
れ
た
た
め
、

分
類
項
目
の
一
つ
と
し
た
。

小
括

　
壁
書
に
は
書
き
付
け
る
基
本
項
目
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
身
分
別
や
記
事
の
内
容
別
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
対
象
と
す
る
地
域
は
、
東
は
愛
知
県
か
ら
西
は
熊
本
県
ま
で
西

日
本
を
中
心
に
広
範
囲
に
わ
た
る
。
網
羅
的
に
収
集
し
た
と
は
言
い
が
た
い
が
、
か
た
よ
り

な
く
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章

　中
世
の
壁
書

第
一
節

　参
詣
者

　
本
章
で
は
、
中
世
の
壁
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
書
い
た
人
物
・
内
容
・
目
的
を
分
析
し
、

そ
の
特
質
を
み
る
。

　
中
世
に
お
け
る
壁
書
を
記
し
た
人
物
を
一
覧
に
し
た
【
表
３
】
の
な
か
で
は
、
僧
の
分
類

項
目
が
特
徴
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
俗
人
の
壁
書
が
四
点
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
僧
の
事

例
は
一
一
点
も
あ
る
。

天
文
二
年
四
月
十
二
日
」
明
鏡
坊
　
宝
寿
［
25
］

上
総
国
真
行
寺
真
福
寺
常
住
空
相
［
126
］

　
ま
た
、
居
所
の
記
述
で
は
、
右
の
よ
う
に
自
ら
の
所
属
す
る
寺
の
地
名
・
寺
名
を
記
す
場

合
が
あ
り
、個
人
の
旅
で
は
な
く
寺
の
用
事
と
し
て
、も
し
く
は
そ
の
旅
の
途
中
で
立
ち
寄
っ

た
人
の
記
述
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
記
録
に
残
っ
て
い
る
中
世
の
僧
の
旅
に
は
、
使
者
と

し
て
東
大
寺
か
ら
尼
崎
へ
下
向
す
る
旅
や
自
分
の
寺
と
関
係
の
あ
る
寺
院
を
訪
ね
て
ま
わ
る

旅
な
ど
が
あ
り
）
（1
（

、
壁
書
を
書
い
た
僧
も
こ
の
よ
う
な
旅
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節

　信
仰
目
的
の
記
事

　
中
世
の
壁
書
の
う
ち
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」「
南
無
大
悲
観
世
音
菩
薩
」
の
よ
う
に
「
南
無
」

と
書
か
れ
た
記
事
は
七
点
あ
り
［
1
・
3
・
8
・
10
・
11
・
23
・
42
］、
そ
れ
以
外
の
一
一

点
と
合
わ
せ
て
［
5
・
6
・
9
・
12
・
14
・
19
・
20
・
26
・
28
・
32
・
39
］、
信
仰
目
的
の

も
の
は
一
八
点
あ
る
。
僧
の
壁
書
に
も
書
か
れ
て
い
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
、
阿
弥
陀
仏

の
浄
土
に
救
済
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
唱
え
ら
れ
た
、
阿
弥
陀
仏
信
仰
に
関
す
る
参
詣
の
記
事

で
あ
る
。
ま
た
、「
南
無
大
悲
観
世
音
菩
薩
」
は
観
世
音
菩
薩
信
仰
で
唱
え
ら
れ
る
語
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
様
に
参
詣
の
記
事
で
あ
る
。

　
次
に
、「
彼
岸
中
参
籠
」「
十
七
日
参
籠
」
と
い
っ
た
参
籠
の
記
述
が
六
点
あ
る
［
5
・

6
・
9
・
12
・
19
・
20
］。
寺
社
に
参
詣
す
る
際
に
行
わ
れ
る
参
籠
は
、
日
数
を
限
っ
て
世

間
と
の
交
際
を
絶
ち
、
礼
拝
・
誦
経
な
ど
の
宗
教
生
活
を
送
る
行
為
で
あ
る
）
（1
（

。
彼
岸
の
七
日

間
や
、一
七
日
間
参
籠
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、「
奉
修
求
聞
持
虚
空
蔵
法
」

の
記
事
が
二
点
あ
り
、
密
教
の
記
憶
力
増
進
法
「
虚
空
蔵
求
聞
持
法
」
を
行
っ
た
形
跡
と
思

【表３】中世の参詣者

分類 番号 名前

僧

7 山伏両法女人

9 栄俊
栄順

16 善円

19 宗禅入道

20 円海
藤徳

21 少弐　大学

23 純意

25 宝寿

26 教観

42 周尊1人

46 ―

俗人

28 石津弥六衛門

29 菱田…

31 田所弥三郎

45 板倉次郎三郎
同道　金杉太郎四朗

−54−−55−

わ
れ
る
［
32
・
39
］。

　
そ
し
て
、「
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」「
西
国
時
始
而
道
伴
」
と
い
う
西
国
三
十
三
所
巡
礼
に

つ
い
て
の
記
事
が
二
点
み
ら
れ
る
［
26
・
28
］。
西
国
三
十
三
所
巡
礼
は
、
観
音
菩
薩
が
衆

生
救
済
の
た
め
に
三
三
種
類
の
化
身
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
、
平
安
時
代
末
期

に
起
こ
っ
た
風
習
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
巡
礼
は
、
観
世
音
菩
薩
像
を
安
置
す
る
三
三
か
所

の
霊
場
を
巡
拝
し
、
観
音
の
功
徳
に
あ
ず
か
る
こ
と
を
願
い
行
わ
れ
て
い
る
。
書
き
付
け
ら

れ
た
浄
土
寺
浄
土
堂
は
西
国
三
十
三
所
の
札
所
で
は
な
い
が
、
巡
礼
の
間
に
立
ち
寄
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
中
世
参
詣
の
記
事
に
は
、
参
籠
や
巡
礼
な
ど
の
参
詣
者
が
行
っ
た
行
動
が
細

か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
書
き
記
し
た
参
詣
者
は
、
寺
社
に

参
詣
し
て
い
る
こ
と
や
三
十
三
所
巡
礼
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
自
分
の
行
為
に
対
し
て
の
自

負
の
意
識
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
意
識
を
持
つ
参
詣
者
の
旅
は
、
寺
社

へ
の
参
詣
が
主
目
的
の
信
仰
の
旅
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
節

　観
光
目
的
の
記
事

　
中
世
に
お
け
る
観
光
目
的
と
判
断
で
き
る
記
事
の
壁
書
は
五
点
あ
る
。「
西
国
一
見
」
や

「
諸
国
一
見
」
な
ど
「
一
見
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
も
の
が
四
点
［
7
・
27
・
45
・
47
］、

男
色
の
記
事
が
一
点
確
認
で
き
た
［
41
］。
一
見
は
一
度
見
る
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
あ
り
、

寺
へ
参
詣
す
る
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
西
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
見
る
こ
と
を
主
目
的
と

し
た
、
観
光
の
旅
で
訪
れ
た
参
詣
者
に
よ
る
壁
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
記
事
が
中
世

の
日
付
で
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
世
か
ら
観
光
を
目
的
と
し
た
旅
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
西
国
は
畿
内
か
ら
み
て
西
の
国
、
す
な
わ
ち
中
国
・
四
国
・
九
州
地
方
を
指
す
言

葉
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
は
東
国
の
人
々
が
畿
内
近
国
も
含
め
て
使
う
こ
と
が
あ
っ

た
）
（1
（

。「
西
国
一
見
」
の
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
建
造
物
は
、
兵
庫
県
の
浄
土
寺
浄
土
堂
と
奈

良
県
の
般
若
寺
経
蔵
で
あ
る
［
27
・
45
］。
ど
ち
ら
も
本
来
西
国
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
東

国
の
人
々
が
使
用
す
る
西
国
の
範
囲
に
は
入
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
参
詣
地
よ
り
も
西
に
位
置
す
る
山
口
県
か
ら
奈
良
県
の
当
麻
寺
薬
師
堂

へ
参
詣
し
た
人
物
は
「
此
表
一
見
□
幸
」
と
書
き
記
し
て
お
り
、「
西
国
」
と
い
う
言
葉
を

使
用
し
て
い
な
い
［
47
］。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
国
か
ら
の
旅
人
の
み
が
使
用
し
て
い
た
言

葉
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、「
西
国
」
の
記
事
が
兵
庫
県
と
奈
良
県
の
離
れ
た
位
置

の
建
造
物
で
同
じ
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
東
国
か
ら
の
旅
行
が
定
着
し
て
い
る
こ
と

も
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、観
光
目
的
の
記
述
で
使
わ
れ
る
「
一
見
」

と
合
わ
せ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
西
国
」
が
観
光
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
地
名
と
し
て
で
は
な
く
、「
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
と
い

う
宗
教
用
語
に
な
る
と
九
州
か
ら
の
参
詣
者
も
使
用
し
て
い
る
［
28
］。
こ
れ
は
、
西
国
巡

礼
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
そ
し
て
、
近
畿
や
西
側
か
ら
の
参
詣
者
は
「
諸
国
一
見
」
や
「
此
表
一
見
」
な
ど
の
言
葉

を
使
用
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。そ
の
た
め
、居
所
が
記
載
さ
れ
て
い
な
く
て
も「
一
見
」

の
記
事
か
ら
大
ま
か
な
参
詣
者
の
居
所
を
予
測
で
き
る
。
例
え
ば
［
45
］
は
、
般
若
寺
経
蔵

に
書
き
付
け
ら
れ
た
壁
書
で
、
報
告
書
で
は
居
所
が
は
っ
き
り
と
解
読
さ
れ
ず
「
□
（
総
か

紀
か
）
州
」
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
記
事
に
は
「
西
国
一
見
見
□
□
□
」
と
、「
西
国
一 

見
」
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
「
西
国
」
は
東
か
ら
の
旅
人
の
み
が
使

用
し
て
い
た
言
葉
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
畿
内
周
辺
の
紀
州
で
は
な
く
、
東
日

本
の
総
州
か
ら
の
参
詣
者
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

小
括

　
中
世
の
壁
書
に
は
、
寺
に
用
事
で
来
た
僧
の
名
前
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
参
詣
者
に

よ
る
神
仏
の
効
果
を
期
待
す
る
記
事
が
多
く
、
信
仰
の
旅
が
多
く
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
観
光
を
目
的
と
し
た
旅
も
さ
れ
て
お
り
、
壁
書
に
は
観
光
目
的
で
あ
る
こ
と

を
「
一
見
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
は
っ
き
り
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
記
事
は
参
詣
者

の
居
所
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
東
国
か
ら
の
参
詣
者
は
「
西
国
一
見
」
を
、
畿
内
近
国
や
西
国
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わ
れ
る
［
32
・
39
］。

　
そ
し
て
、「
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」「
西
国
時
始
而
道
伴
」
と
い
う
西
国
三
十
三
所
巡
礼
に

つ
い
て
の
記
事
が
二
点
み
ら
れ
る
［
26
・
28
］。
西
国
三
十
三
所
巡
礼
は
、
観
音
菩
薩
が
衆

生
救
済
の
た
め
に
三
三
種
類
の
化
身
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
、
平
安
時
代
末
期

に
起
こ
っ
た
風
習
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
巡
礼
は
、
観
世
音
菩
薩
像
を
安
置
す
る
三
三
か
所

の
霊
場
を
巡
拝
し
、
観
音
の
功
徳
に
あ
ず
か
る
こ
と
を
願
い
行
わ
れ
て
い
る
。
書
き
付
け
ら

れ
た
浄
土
寺
浄
土
堂
は
西
国
三
十
三
所
の
札
所
で
は
な
い
が
、
巡
礼
の
間
に
立
ち
寄
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
中
世
参
詣
の
記
事
に
は
、
参
籠
や
巡
礼
な
ど
の
参
詣
者
が
行
っ
た
行
動
が
細

か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
書
き
記
し
た
参
詣
者
は
、
寺
社
に

参
詣
し
て
い
る
こ
と
や
三
十
三
所
巡
礼
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
自
分
の
行
為
に
対
し
て
の
自

負
の
意
識
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
意
識
を
持
つ
参
詣
者
の
旅
は
、
寺
社

へ
の
参
詣
が
主
目
的
の
信
仰
の
旅
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
節

　観
光
目
的
の
記
事

　
中
世
に
お
け
る
観
光
目
的
と
判
断
で
き
る
記
事
の
壁
書
は
五
点
あ
る
。「
西
国
一
見
」
や

「
諸
国
一
見
」
な
ど
「
一
見
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
も
の
が
四
点
［
7
・
27
・
45
・
47
］、

男
色
の
記
事
が
一
点
確
認
で
き
た
［
41
］。
一
見
は
一
度
見
る
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
あ
り
、

寺
へ
参
詣
す
る
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
西
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
見
る
こ
と
を
主
目
的
と

し
た
、
観
光
の
旅
で
訪
れ
た
参
詣
者
に
よ
る
壁
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
記
事
が
中
世

の
日
付
で
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
世
か
ら
観
光
を
目
的
と
し
た
旅
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
西
国
は
畿
内
か
ら
み
て
西
の
国
、
す
な
わ
ち
中
国
・
四
国
・
九
州
地
方
を
指
す
言

葉
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
は
東
国
の
人
々
が
畿
内
近
国
も
含
め
て
使
う
こ
と
が
あ
っ

た
）
（1
（

。「
西
国
一
見
」
の
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
建
造
物
は
、
兵
庫
県
の
浄
土
寺
浄
土
堂
と
奈

良
県
の
般
若
寺
経
蔵
で
あ
る
［
27
・
45
］。
ど
ち
ら
も
本
来
西
国
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
東

国
の
人
々
が
使
用
す
る
西
国
の
範
囲
に
は
入
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
参
詣
地
よ
り
も
西
に
位
置
す
る
山
口
県
か
ら
奈
良
県
の
当
麻
寺
薬
師
堂

へ
参
詣
し
た
人
物
は
「
此
表
一
見
□
幸
」
と
書
き
記
し
て
お
り
、「
西
国
」
と
い
う
言
葉
を

使
用
し
て
い
な
い
［
47
］。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
国
か
ら
の
旅
人
の
み
が
使
用
し
て
い
た
言

葉
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、「
西
国
」
の
記
事
が
兵
庫
県
と
奈
良
県
の
離
れ
た
位
置

の
建
造
物
で
同
じ
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
東
国
か
ら
の
旅
行
が
定
着
し
て
い
る
こ
と

も
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、観
光
目
的
の
記
述
で
使
わ
れ
る
「
一
見
」

と
合
わ
せ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
西
国
」
が
観
光
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
地
名
と
し
て
で
は
な
く
、「
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
と
い

う
宗
教
用
語
に
な
る
と
九
州
か
ら
の
参
詣
者
も
使
用
し
て
い
る
［
28
］。
こ
れ
は
、
西
国
巡

礼
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
そ
し
て
、
近
畿
や
西
側
か
ら
の
参
詣
者
は
「
諸
国
一
見
」
や
「
此
表
一
見
」
な
ど
の
言
葉

を
使
用
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。そ
の
た
め
、居
所
が
記
載
さ
れ
て
い
な
く
て
も「
一
見
」

の
記
事
か
ら
大
ま
か
な
参
詣
者
の
居
所
を
予
測
で
き
る
。
例
え
ば
［
45
］
は
、
般
若
寺
経
蔵

に
書
き
付
け
ら
れ
た
壁
書
で
、
報
告
書
で
は
居
所
が
は
っ
き
り
と
解
読
さ
れ
ず
「
□
（
総
か

紀
か
）
州
」
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
記
事
に
は
「
西
国
一
見
見
□
□
□
」
と
、「
西
国
一 

見
」
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
「
西
国
」
は
東
か
ら
の
旅
人
の
み
が
使

用
し
て
い
た
言
葉
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
畿
内
周
辺
の
紀
州
で
は
な
く
、
東
日

本
の
総
州
か
ら
の
参
詣
者
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

小
括

　
中
世
の
壁
書
に
は
、
寺
に
用
事
で
来
た
僧
の
名
前
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
参
詣
者
に

よ
る
神
仏
の
効
果
を
期
待
す
る
記
事
が
多
く
、
信
仰
の
旅
が
多
く
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
観
光
を
目
的
と
し
た
旅
も
さ
れ
て
お
り
、
壁
書
に
は
観
光
目
的
で
あ
る
こ
と

を
「
一
見
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
は
っ
き
り
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
記
事
は
参
詣
者

の
居
所
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
東
国
か
ら
の
参
詣
者
は
「
西
国
一
見
」
を
、
畿
内
近
国
や
西
国
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か
ら
の
参
詣
者
は
「
諸
国
一
見
」
な
ど
の
言
葉
を
使
う
こ
と
が
判
明
し
た
。

第
三
章

　近
世
の
壁
書

第
一
節

　参
詣
者

　
本
章
で
は
、
近
世
の
壁
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
書
い
た
人
物
・
内
容
・
目
的
を
分
析
し
、

そ
の
特
質
を
み
る
。

　
俗
人
の
壁
書
数
が
中
世
で
は
四
点
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
近
世
の
参
詣
者
を
一
覧
に
し
た

【
表
４
】
で
は
二
五
点
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。
先
行
研
究
に
よ
り
、
近
世
の
寺

社
参
詣
は
俗
人
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
が
、
壁
書

で
も
そ
の
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
俗
人
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
三
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。
ま
ず
、
苗
字
を
持
っ
て

い
る
人
物
の
壁
書
は
、
中
世
で
は
四
点
で
あ
っ
た
が
、
近
世
に
な
る
と
一
五
点
に
な
り
増
加

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
苗
字
の
な
い
人
物
と
商
人
の
壁
書
は
、
近
世
の
み
に
み
ら
れ
る
。
苗

字
な
し
は
延
享
三
年（
一
七
四
六
）の
壁
書
が
初
見
で
五
点
あ
り
、商
人
は
安
永
六
年（
一
七
七 

七
）
が
初
見
で
五
点
あ
る
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
庶
民
が
公
的
な
場
で
苗
字
を
名
乗
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
私
的
に
は
苗
字
を
持
つ
も
の
が
少
な
く
な
く
、
村
の
中
や
庶
民
の
間
で
は
使
用
し
て
い

た
）
（1
（

。
そ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
庶
民
に
私
的
な
苗
字
が
あ
っ
た
が
、
壁
書
で
は
思
い
の
ほ
か

苗
字
の
な
い
も
の
も
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
壁
書
に
苗
字
を
書
く
か
書
か
な
い

か
は
は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
個
人
の
感
覚
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
お
そ
ら
く
、
壁
書
は
人
に
見
ら
れ
る
公
的
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
ひ
そ
か
に
書

か
れ
た
私
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
差
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
公
的
か
私
的
か
と
い
う
感
覚
は
、
壁
書
を
他
人
に
見
て
ほ
し
い
、
あ
る
い
は

見
て
ほ
し
く
な
い
、
も
し
く
は
同
じ
よ
う
な
壁
書
を
す
る
立
場
の
人
の
み
に
ひ
そ
か
に
見
て

ほ
し
い
と
い
っ
た
壁
書
に
対
す
る
考
え
方
と
重
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
複
数
人
で
参
詣
し
た
記
事
も
中
世
よ
り
増
加
し
て
お
り
、
人
数
も
二
・
三
人
か
ら

九
人
や
一
六
人
な
ど
、
大
勢
の
人
々
が
連
れ
だ
っ
て
参
詣
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る

［
49
・
88
］。

第
二
節

　信
仰
目
的
の
記
事

　
近
世
の
壁
書
の
う
ち
、「
参
詣
」
や
「
参
る
」
と
書
か
れ
た
記
事
が
八
点
あ
り
［
62
・

63
・
64
・
65
・
70
・
73
・
76
・
83
］、
そ
れ
以
外
の
八
点
と
あ
わ
せ
て
［
49
・
57
・
66
・

69
・
87
・
88
・
109
・
112
］、
信
仰
目
的
の
も
の
は
一
六
点
あ
る
。
参
詣
と
は
、
神
仏
に
お
ま

い
り
に
行
く
行
為
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、
近
世
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

同
じ
く
参
詣
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
中
世
の
壁
書
に
は
み
ら
れ
ず
、
安
永
六
年

（
一
七
七
七
）
の
も
の
が
初
見
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
世
よ
り
参
詣
者
の
な
か
で
使
用
さ
れ

始
め
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
［
62
］。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
中
世
の
壁
書
で
多
く
み
ら
れ
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
記
事
は
書
か
れ

な
く
な
る
。
同
じ
く
中
世
の
壁
書
で
み
ら
れ
た
「
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」「
参
籠
」
な
ど
の

宗
教
行
為
の
記
事
は
、
四
点
の
み
で
あ
る
［
49
・
57
・
69
・
112
］。
西
国
三
十
三
所
巡
礼
は

近
世
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、参
詣
者
が
減
少
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
に
く
い
。

そ
の
た
め
、「
参
詣
」
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」「
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
が
変
化
し
た
記
事 

で
、
似
た
よ
う
な
意
味
合
い
で
使
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
巡
礼
は
巡
る
と
い
う
文
字
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
、
宗
教
上
の
目
的
か
ら
複
数

の
寺
社
を
訪
ね
て
ま
わ
る
行
動
を
示
す
。
複
数
の
寺
を
訪
れ
る
の
は
、
旅
程
の
な
か
で
も
大

部
分
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、
出
発
時
か
ら
旅
の
主
目
的
と
し
て
決
め
ら
れ
て
い
た
と
想
定

さ
れ
る
。
一
方
、
参
詣
は
寺
社
を
訪
れ
る
行
為
の
み
を
指
し
、
一
つ
の
寺
社
を
訪
れ
る
だ
け

で
も
成
立
す
る
と
思
わ
れ
る
。
巡
礼
よ
り
も
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
寺
社
へ
の
参
詣
以

外
を
主
目
的
と
し
た
観
光
の
途
中
で
立
ち
寄
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
参
詣
」

が
信
仰
目
的
の
旅
に
よ
る
壁
書
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。

　
次
に
、「
百
人
講
」
の
記
事
が
一
点
あ
る
［
66
］。
講
は
同
じ
目
的
を
持
っ
た
人
々
で
構
成
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さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
近
世
に
は
参
詣
の
た
め
に
作
ら
れ
た
組
織
が
存
在
し
た
。
そ
こ
で
は

頼
母
子
講
式
に
旅
費
を
積
み
立
て
、
講
の
代
表
者
を
順
番
に
送
り
出
す
代
参
形
式
が
多
く
行

わ
れ
て
い
た
）
（1
（

。
そ
の
た
め
、「
百
人
講
」
は
代
参
者
の
記
事
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
参
詣

し
た
蔦
屋
新
兵
衛
が
仲
の
よ
い
村
田
屋
に
も
参
詣
の
御
利
益
が
あ
る
よ
う
に
名
前
を
書
き
連

ね
た
代
参
の
事
例
も
み
ら
れ
る
［
62
］。

　
ま
た
、「
廻
り
」「
八
十
八
」
と
い
う
記
事
が
香
川
県
に
あ
る
出
釈
迦
寺
本
堂
の
壁
書
に

三
点
み
ら
れ
る
［
87
・
88
・
109
］。
廻
り
は
、
ぐ
る
り
と
巡
る
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中

世
の
壁
書
で
使
わ
れ
て
い
た
「
巡
礼
」
と
意
味
が
近
い
と
思
わ
れ
る
。「
八
十
八
」
は
四
国

八
十
八
所
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
と
同
様
の
記
事
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
、
出
釈
迦
寺
の
壁
書
は
近
世
で
あ
り
な
が
ら
中
世
の
壁
書
の
よ
う
な
信
仰
を
目
的
と

し
た
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
事
例
と
は
や
や
異
な
る
が
、
こ
の
寺
が
四

国
八
十
八
所
の
札
所
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
十
八
所
巡
り
特
有
の
言
葉
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

第
三
節

　観
光
目
的
の
記
事

　
中
世
に
も
観
光
目
的
の
旅
行
は
行
わ
れ
て
お
り
、
壁
書
に
は
「
西
国
一
見
」
な
ど
「
一 

見
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
記
事
が
書
か
れ
て
い
た
。
近
世
の
旅
は
、
先
行
研
究
に
よ
る
と

観
光
目
的
の
旅
が
増
加
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、近
世
の
年
号
の
壁
書
で
は
「
一
見
」

を
用
い
た
記
事
は
、
永
保
寺
開
山
堂
に
刻
ま
れ
た
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
の
一
点
に
し

か
み
ら
れ
な
い
［
58
］。
ま
た
、
そ
の
他
に
観
光
目
的
の
記
述
と
捉
え
ら
れ
る
記
事
は
、
男

色
の
一
点
の
み
で
あ
る
［
53
］。

　
そ
こ
で
、
先
ほ
ど
観
光
目
的
の
旅
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
推
測
し
た
「
参
詣
」
の
記

事
を
み
る
。
中
世
に
比
べ
て
近
世
の
記
事
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
参
詣
」
の
記
事

の
み
で
あ
り
、
中
世
で
は
一
点
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
近
世
に
は
八
点
に
増
加
し
て
い
る
。

観
光
目
的
の
旅
人
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
よ
う
に
増
加
し
て
い
る
こ
の
記
事
が

観
光
目
的
の
記
事
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
参
詣
は
先
ほ
ど
意
味
を

述
べ
た
よ
う
に
寺
を
訪
れ
る
こ
と
を
表
す
の
で
、
表
面
的
に
は
信
仰
を
目
的
と
し
た
旅
の
参

詣
者
に
よ
る
壁
書
に
み
え
る
。

　
そ
の
た
め
、
近
世
の
観
光
を
目
的
と
し
た
旅
人
は
、「
一
見
」
と
素
直
に
観
光
で
あ
る
こ

と
を
記
述
せ
ず
に
、「
参
詣
」
と
い
う
信
仰
目
的

に
見
せ
か
け
る
言
葉
を
使
用
し
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
信
仰
関
係
の
記

事
一
六
点
の
う
ち
八
点
と
半
数
を
占
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
参
詣
」
と
い
う
言
葉
は
観
光
目
的
を

美
化
す
る
用
語
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

小
括

　
近
世
に
は
俗
人
の
参
詣
者
が
増
え
、
観
光
を
主

目
的
と
す
る
旅
が
増
え
た
が
、
素
直
に
そ
の
こ
と

【表４】近世の参詣者

分類 番号 名前
僧 52 乗□（毎の下に水）

俗人
（苗字あり）

54 松崎刑部卿只１人
58 幸若氏　一花心

羽根田氏　自笑
63 尾浜武右エ門
64 梅川
67 三木市右エ門
70 高鳥□…吉…
73 亀田定石衛門
75 石井三…
84 荒鹿（清）一
86 前田官左衛門
89 □□善介

他４名
92 田中善太郎
96 木村四ゝ（郎）

六兵衛
97 うへの新べ□
105 笠井…

他４名

俗人
（苗字なし）

60 伊保瓦重
長三

69 武蔵
74 あん□丁角蔵　

かま□丁おきち
　　　　おそで

82 源三郎
87 幸治郎

俗人
（商人）

62 蔦屋新兵衛
76 瀧屋藤太郎
79 富屋店善助

同行３人
90 魚屋幸吉
108 ―（商人）
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さ
れ
た
組
織
で
あ
り
、
近
世
に
は
参
詣
の
た
め
に
作
ら
れ
た
組
織
が
存
在
し
た
。
そ
こ
で
は

頼
母
子
講
式
に
旅
費
を
積
み
立
て
、
講
の
代
表
者
を
順
番
に
送
り
出
す
代
参
形
式
が
多
く
行

わ
れ
て
い
た
）
（1
（

。
そ
の
た
め
、「
百
人
講
」
は
代
参
者
の
記
事
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
参
詣

し
た
蔦
屋
新
兵
衛
が
仲
の
よ
い
村
田
屋
に
も
参
詣
の
御
利
益
が
あ
る
よ
う
に
名
前
を
書
き
連

ね
た
代
参
の
事
例
も
み
ら
れ
る
［
62
］。

　
ま
た
、「
廻
り
」「
八
十
八
」
と
い
う
記
事
が
香
川
県
に
あ
る
出
釈
迦
寺
本
堂
の
壁
書
に

三
点
み
ら
れ
る
［
87
・
88
・
109
］。
廻
り
は
、
ぐ
る
り
と
巡
る
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中

世
の
壁
書
で
使
わ
れ
て
い
た
「
巡
礼
」
と
意
味
が
近
い
と
思
わ
れ
る
。「
八
十
八
」
は
四
国

八
十
八
所
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
と
同
様
の
記
事
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
、
出
釈
迦
寺
の
壁
書
は
近
世
で
あ
り
な
が
ら
中
世
の
壁
書
の
よ
う
な
信
仰
を
目
的
と

し
た
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
事
例
と
は
や
や
異
な
る
が
、
こ
の
寺
が
四

国
八
十
八
所
の
札
所
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
十
八
所
巡
り
特
有
の
言
葉
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

第
三
節

　観
光
目
的
の
記
事

　
中
世
に
も
観
光
目
的
の
旅
行
は
行
わ
れ
て
お
り
、
壁
書
に
は
「
西
国
一
見
」
な
ど
「
一 

見
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
記
事
が
書
か
れ
て
い
た
。
近
世
の
旅
は
、
先
行
研
究
に
よ
る
と

観
光
目
的
の
旅
が
増
加
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、近
世
の
年
号
の
壁
書
で
は
「
一
見
」

を
用
い
た
記
事
は
、
永
保
寺
開
山
堂
に
刻
ま
れ
た
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
の
一
点
に
し

か
み
ら
れ
な
い
［
58
］。
ま
た
、
そ
の
他
に
観
光
目
的
の
記
述
と
捉
え
ら
れ
る
記
事
は
、
男

色
の
一
点
の
み
で
あ
る
［
53
］。

　
そ
こ
で
、
先
ほ
ど
観
光
目
的
の
旅
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
推
測
し
た
「
参
詣
」
の
記

事
を
み
る
。
中
世
に
比
べ
て
近
世
の
記
事
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
参
詣
」
の
記
事

の
み
で
あ
り
、
中
世
で
は
一
点
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
近
世
に
は
八
点
に
増
加
し
て
い
る
。

観
光
目
的
の
旅
人
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
よ
う
に
増
加
し
て
い
る
こ
の
記
事
が

観
光
目
的
の
記
事
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
参
詣
は
先
ほ
ど
意
味
を

述
べ
た
よ
う
に
寺
を
訪
れ
る
こ
と
を
表
す
の
で
、
表
面
的
に
は
信
仰
を
目
的
と
し
た
旅
の
参

詣
者
に
よ
る
壁
書
に
み
え
る
。

　
そ
の
た
め
、
近
世
の
観
光
を
目
的
と
し
た
旅
人
は
、「
一
見
」
と
素
直
に
観
光
で
あ
る
こ

と
を
記
述
せ
ず
に
、「
参
詣
」
と
い
う
信
仰
目
的

に
見
せ
か
け
る
言
葉
を
使
用
し
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
信
仰
関
係
の
記

事
一
六
点
の
う
ち
八
点
と
半
数
を
占
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
参
詣
」
と
い
う
言
葉
は
観
光
目
的
を

美
化
す
る
用
語
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

小
括

　
近
世
に
は
俗
人
の
参
詣
者
が
増
え
、
観
光
を
主

目
的
と
す
る
旅
が
増
え
た
が
、
素
直
に
そ
の
こ
と

【表４】近世の参詣者

分類 番号 名前
僧 52 乗□（毎の下に水）

俗人
（苗字あり）

54 松崎刑部卿只１人
58 幸若氏　一花心

羽根田氏　自笑
63 尾浜武右エ門
64 梅川
67 三木市右エ門
70 高鳥□…吉…
73 亀田定石衛門
75 石井三…
84 荒鹿（清）一
86 前田官左衛門
89 □□善介

他４名
92 田中善太郎
96 木村四ゝ（郎）

六兵衛
97 うへの新べ□
105 笠井…

他４名

俗人
（苗字なし）

60 伊保瓦重
長三

69 武蔵
74 あん□丁角蔵　

かま□丁おきち
　　　　おそで

82 源三郎
87 幸治郎

俗人
（商人）

62 蔦屋新兵衛
76 瀧屋藤太郎
79 富屋店善助

同行３人
90 魚屋幸吉
108 ―（商人）
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を
記
述
す
る
の
で
は
な
く
、「
参
詣
」
と
い
う
美
化
す
る
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た

こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
ま
た
、
庶
民
が
名
前
を
書
く
際
に
苗
字
を
使
用
す
る
か
ど

う
か
は
、
個
人
の
感
覚
に
よ
り
判
断
さ
れ
た
よ
う
な
の
で
、
壁
書
は
他
人
に
見
ら
れ
る
公
的

な
も
の
で
も
あ
り
、
秘
め
ら
れ
た
私
的
な
も
の
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
参
詣
者
の
増

加
に
伴
い
、
他
人
に
見
ら
れ
る
機
会
が
増
加
し
た
こ
と
が
、
美
化
す
る
用
語
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
要
因
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
四
章

　壁
書
を
記
し
た
参
詣
者
の
意
識

第
一
節

　壁
書
の
位
置

　
本
章
で
は
、
建
造
物
内
に
お
け
る
壁
書
の
位
置
や
参
詣
者
の
居
所
と
参
詣
地
と
の
距
離
な

ど
、
記
事
以
外
の
視
点
か
ら
壁
書
を
分
析
す
る
。

　
壁
書
は
参
詣
者
に
よ
っ
て
思
い
思
い
の
場
所
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
壁
書

の
大
ま
か
な
位
置
を
【
図
３
】
の
よ
う
に
平
面
図
上
に
表
示
し
て
い
く
。
位
置
が
複
数
あ
る

場
合
は
番
号
を
振
り
分
け
て
お
り
、
本
文
中
で
は
［
①
］
の
よ
う
に
引
用
す
る
。
例
と
し
て

【
図
３
】
は
浄
土
寺
浄
土
堂
、【
図
４
】
は
正
蓮
寺
大
日
堂
、【
図
５
】
は
青
蓮
寺
阿
弥
陀
堂

の
平
面
図
を
挙
げ
て
い
る
。
図
面
の
向
き
は
方
角
で
そ
ろ
え
る
の
で
は
な
く
、
石
段
の
位
置

な
ど
か
ら
参
詣
者
が
主
に
出
入
り
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
扉
を
正
面
出
入
口
と
し
て
判

断
し
、
そ
れ
が
画
面
下
部
に
な
る
よ
う
に
そ
ろ
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
寺
院
の
仏
堂
建
築
物
は
、
共
通
の
空
間
構
成
を
持
っ
て
い
る
）
（1
（

。
中
世
仏
堂
の
空
間

構
成
の
一
般
的
な
特
徴
は
、
柱
の
列
や
壁
で
内
部
が
大
き
く
前
後
に
二
分
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
前
半
部
分
は
礼
堂
ま
た
は
外
陣
と
呼
ば
れ
、
正
面
出
入
口
か
ら
入
っ
て
す
ぐ
の
空

間
が
主
に
そ
う
呼
ば
れ
る
。
後
半
部
分
は
本
尊
の
安
置
さ
れ
る
内
陣
と
呼
ば
れ
、
堂
内
の
奥

ま
っ
た
所
に
な
る
。
内
陣
内
部
の
須
弥
壇
部
分
が
さ
ら
に
区
切
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
内
々

陣
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
も
、寺
院
の
建
築
物
で
は
そ
れ
に
な
ら
い
堂
内
を
区
別
し
、

内
陣
・
外
陣
の
用
語
を
使
用
す
る
。

【図３】浄土寺浄土堂 壁書位置
『国宝浄土寺浄土堂修理工事報告書』図版編（浄土寺浄土堂修理委員会、一九五九年）より引用・加筆。
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【図４】正蓮寺大日堂 壁書位置
『重要文化財正蓮寺大日堂修理工事報告書』（奈良県教育委員会文化財保存課、一九五七年）より引用・加筆。

【図５】青蓮寺阿弥陀堂 壁書位置
文化財建造物保存技術協会編『重要文化財青蓮寺阿弥陀堂保存修理工事報告書』（青蓮寺、一九九六年）より引用・加筆。
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【図４】正蓮寺大日堂 壁書位置
『重要文化財正蓮寺大日堂修理工事報告書』（奈良県教育委員会文化財保存課、一九五七年）より引用・加筆。

【図５】青蓮寺阿弥陀堂 壁書位置
文化財建造物保存技術協会編『重要文化財青蓮寺阿弥陀堂保存修理工事報告書』（青蓮寺、一九九六年）より引用・加筆。
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一
八
棟
の
建
造
物
の
な
か
で
ま
ず
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
か
ら
嘉
永
四
年
（
一
八
五 

一
）
ま
で
幅
広
い
年
代
の
壁
書
が
残
さ
れ
て
い
る
浄
土
寺
浄
土
堂
に
注
目
す
る
［
11
・
83
］。

一
二
世
紀
に
建
立
さ
れ
た
浄
土
堂
の
内
部
（【
図
３
】）
は
、
北
側
と
南
側
に
小
部
屋
が
あ
る

も
の
の
、
主
に
一
つ
の
大
部
屋
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
中
央
の
壇
上
に
阿
弥
陀
三
尊
像

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
仏
像
の
周
囲
は
格
子
戸
が
取
り
囲
み
、
そ
の
内
部
を
内
陣
と
し
て
い

る
。
仏
像
は
東
を
向
く
よ
う
に
置
か
れ
、
堂
の
東
側
が
正
面
入
り
口
と
な
っ
て
い
る
。
壁
書

は
、
中
世
は
主
に
仏
堂
内
の
奥
、
仏
像
の
背
面
に
あ
た
る
壁
に
書
か
れ
て
い
た
［
①
・
②
］。

し
か
し
、
近
世
に
な
る
と
、
壁
書
は
内
陣
周
辺
の
格
子
戸
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

［
④
］。
浄
土
堂
の
内
陣
は
仏
堂
の
中
央
部
分
に
あ
り
、
参
詣
者
は
そ
の
周
辺
を
容
易
に
動
き

回
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
内
陣
周
辺
に
書
く
壁
書
は
他
の
参
詣
者
の
目
に
付
き
や

す
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
壁
書
を
残
し
た
近
世
参
詣
者
の
行
動
は
、
中
世
参
詣
者
に
比
べ
て

大
胆
に
な
っ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。

　
浄
土
寺
に
お
い
て
、
中
世
と
近
世
の
参
詣
者
の
行
動
に
違
い
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の

建
造
物
で
は
中
世
と
近
世
の
壁
書
の
位
置
に
違
い
が
み
ら
れ
る
の
か
。
浄
土
寺
以
外
の
建
造

物
は
、
書
か
れ
て
い
た
壁
書
の
年
代
を
み
る
と
、
大
ま
か
に
中
世
の
壁
書
が
多
い
建
造
物
と

近
世
の
壁
書
が
多
い
建
造
物
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
中
世
壁
書
の
建
造

物
と
近
世
壁
書
の
建
造
物
に
分
類
し
、
壁
書
の
位
置
の
違
い
を
み
て
い
く
。
な
お
、
金
剛
寺

薬
師
堂
は
柱
材
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
が
小
屋
束
に
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
本
来

の
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
位
置
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
対
象
外
と
す
る
。

　
中
世
の
壁
書
が
あ
る
建
造
物
の
興
福
寺
東
金
堂
・
円
成
寺
本
堂
・
般
若
寺
経
蔵
は
、
建
造

物
の
正
面
出
入
口
か
ら
一
番
離
れ
た
奥
の
壁
や
部
屋
に
壁
書
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
朝

光
寺
本
堂
は
内
陣
の
出
入
口
側
に
壁
書
が
あ
る
が
、
外
陣
が
広
く
距
離
で
考
え
る
と
他
の
建

造
物
の
奥
部
に
あ
た
る
位
置
に
な
る
。
不
動
院
本
堂
・
正
蓮
寺
大
日
堂
（【
図
４
】）・
当
麻

寺
薬
師
堂
は
、
内
陣
と
な
る
仏
壇
の
後
方
や
側
面
の
壁
板
に
書
か
れ
て
い
る
。
福
勝
寺
本
堂

は
、
外
陣
に
の
み
参
詣
者
の
壁
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
福
勝
寺
は
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
―

一
八
）
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
外
陣
と
内
陣
の
境
目
が
区
切
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
参
詣
者
は
外
陣
か
ら
内
陣
に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
場
で
壁
書
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
金
峯
山
寺
本
堂
・
三
明
寺
本
堂
内
宮
殿
で
は
、
建
造
物
の
床
下
に
潜
り
こ
ん

で
書
か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
中
世
の
壁
書
は
建
造
物
内
の
奥
ま
っ
た
所
、
人
目
に
つ
き
に

く
い
所
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
近
世
壁
書
の
建
造
物
の
出
釈
迦
寺
本
堂
・
粉
河
寺
六
角
堂
は
、
外
壁
や
外
陣
内
に
壁
書
が

さ
れ
、
出
釈
迦
寺
で
は
墨
書
の
目
立
つ
白
壁
に
も
壁
書
が
さ
れ
て
い
る
。
永
保
寺
開
山
堂
・

飯
盛
寺
本
堂
・
青
蓮
寺
阿
弥
陀
堂
（【
図
５
】）
も
、
同
じ
く
外
陣
の
柱
や
内
陣
の
出
入
口
近

く
に
壁
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
吉
野
水
分
神
社
拝
殿
で
は
、
建
造
物
の
出
入
口
近
く
に
書
か

れ
て
い
る
が
、
奥
に
も
壁
書
が
あ
る
。
神
社
の
例
は
こ
の
建
造
物
の
み
の
た
め
、
別
の
傾
向

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の
例
か
ら
、
近
世
の
壁
書
は
建
造
物
内
も
し
く
は
部
屋
に

入
っ
て
す
ぐ
に
視
界
に
入
り
そ
う
な
位
置
に
あ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　
兵
庫
県
の
浄
土
寺
で
み
ら
れ
た
壁
書
の
位
置
の
中
世
と
近
世
の
傾
向
が
、
他
の
建
造
物
で

も
同
じ
よ
う
に
み
ら
れ
た
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
建
造
物
は
、
愛
知
県
か
ら
熊
本
県
ま
で
広

く
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
広
範
囲
で
同
じ
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
近
世
の
参
詣
者
が
人
目
に
つ
き
や
す
い
場
所
に
壁
書
を
残
す
大
胆
な
行
動
を
と

る
よ
う
に
な
る
傾
向
は
、
西
日
本
全
般
の
も
の
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
大
胆
な
行
動
を
と
る
人
物
は
、
信
仰
を
主
目
的
と
し
た
参
詣
者
で
は
な
く
、
観
光
目
的
の

旅
で
寺
社
を
訪
れ
た
参
詣
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
近
世
の
参
詣
目
的
が
観

光
に
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
二
節

　参
詣
地
と
居
所
の
距
離

　
参
詣
者
は
、
そ
の
建
造
物
を
訪
れ
た
日
付
と
自
ら
の
名
前
に
加
え
て
居
所
を
書
き
記
し
て

い
た
。
居
所
は
、
名
前
の
み
の
情
報
で
は
同
姓
同
名
の
人
物
と
間
違
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
書
い
た
本
人
を
特
定
す
る
要
素
と
し
て
記
載
さ
れ
た
項
目
で
あ
る
。
三
上
氏
は
そ
れ

に
よ
っ
て
神
仏
に
対
し
て
自
分
自
身
の
存
在
を
特
定
さ
せ
、
神
仏
の
加
護
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
）
11
（

。
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【表５】居所との距離

中世
距離 番号 居所 参詣先 記事

100㎞圏内 11 播磨 播磨 南無阿弥陀仏
26 播磨 播磨 西国時始而道伴

200㎞圏内

21 伊勢 播磨 ―

46 紀伊 三河
（あらなく）
このてら門
さまこいし

300㎞圏内 ― ― ― ―

400㎞圏内

28 筑前 播磨 西国卅三所巡礼
42 甲斐 播磨 南無阿弥陀仏
45 上総・下総 大和 西国一見見□□□
47 長門 大和 此表一見□幸

500㎞圏内 31 常陸 播磨 ―
500㎞以上 43 肥後 大和 （歌）

近世
距離 番号 居所 参詣先 記事

100㎞圏内

58 尾張 美濃 尾州名古屋恒豊一見之□
62 大阪 播磨 参詣仕候/村田屋 懇意内
64 播磨 播磨 参ル
67 播磨 播磨 ―
69 阿波 播磨 奉順礼西国三十三所霊
70 若狭 若狭 参詣
73 播磨 播磨 此堂参詣仕候
74 播磨 播磨 ―
76 大阪 播磨 参詣
82 備前 讃岐 ―
83 但馬 播磨 参詣
86 備中 讃岐 ―
88 伊予 讃岐 廻り
89 備中 讃岐 八…
90 阿波 讃岐 ―
92 阿波 讃岐 ―
99 備中 讃岐 仙表…
100 備前 讃岐 □八
101 備中 讃岐 ―
102 備中 讃岐 ―
105 阿波 讃岐 ―
107 備前 讃岐 ―
108 備中 讃岐 綿岩中伝●（（］に庄）三靏
110 土佐 讃岐 ―

200㎞圏内

54 越前 播磨 かた…
79 播磨 讃岐 ―
103 大坂 讃岐 ―
104 紀伊 讃岐 ―
106 大坂 讃岐 ―

300㎞圏内

44 相模 大和 16□□
49 相模 大和 順礼/村衆２人□之□□□
63 遠江 播磨 参候
66 伊勢 讃岐 百人講

400㎞圏内 96 下野 大和 ―

500㎞圏内 50 常陸 播磨 まかへ
68 武蔵 播磨 ―

500㎞以上
80 越後 讃岐 ―
98 江戸 讃岐 ―
111 水戸 讃岐 ―
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【表５】居所との距離

中世
距離 番号 居所 参詣先 記事

100㎞圏内 11 播磨 播磨 南無阿弥陀仏
26 播磨 播磨 西国時始而道伴

200㎞圏内

21 伊勢 播磨 ―

46 紀伊 三河
（あらなく）
このてら門
さまこいし

300㎞圏内 ― ― ― ―

400㎞圏内

28 筑前 播磨 西国卅三所巡礼
42 甲斐 播磨 南無阿弥陀仏
45 上総・下総 大和 西国一見見□□□
47 長門 大和 此表一見□幸

500㎞圏内 31 常陸 播磨 ―
500㎞以上 43 肥後 大和 （歌）

近世
距離 番号 居所 参詣先 記事

100㎞圏内

58 尾張 美濃 尾州名古屋恒豊一見之□
62 大阪 播磨 参詣仕候/村田屋 懇意内
64 播磨 播磨 参ル
67 播磨 播磨 ―
69 阿波 播磨 奉順礼西国三十三所霊
70 若狭 若狭 参詣
73 播磨 播磨 此堂参詣仕候
74 播磨 播磨 ―
76 大阪 播磨 参詣
82 備前 讃岐 ―
83 但馬 播磨 参詣
86 備中 讃岐 ―
88 伊予 讃岐 廻り
89 備中 讃岐 八…
90 阿波 讃岐 ―
92 阿波 讃岐 ―
99 備中 讃岐 仙表…
100 備前 讃岐 □八
101 備中 讃岐 ―
102 備中 讃岐 ―
105 阿波 讃岐 ―
107 備前 讃岐 ―
108 備中 讃岐 綿岩中伝●（（］に庄）三靏
110 土佐 讃岐 ―

200㎞圏内

54 越前 播磨 かた…
79 播磨 讃岐 ―
103 大坂 讃岐 ―
104 紀伊 讃岐 ―
106 大坂 讃岐 ―

300㎞圏内

44 相模 大和 16□□
49 相模 大和 順礼/村衆２人□之□□□
63 遠江 播磨 参候
66 伊勢 讃岐 百人講

400㎞圏内 96 下野 大和 ―

500㎞圏内 50 常陸 播磨 まかへ
68 武蔵 播磨 ―

500㎞以上
80 越後 讃岐 ―
98 江戸 讃岐 ―
111 水戸 讃岐 ―
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【
表
５
】
で
は
、
参
詣
地
の
建
造
物
と
壁
書
に
書
か
れ
た
参
詣
者
の
居
所
の
間
の
直
線
距

離
を
１
０
０
㎞
ご
と
に
分
類
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
世
で
は
仕
事
と
し
て
旅
を
し
て
い
た
僧

だ
け
で
な
く
、
遠
く
離
れ
た
土
地
か
ら
参
詣
し
て
い
る
俗
人
の
名
前
も
み
え
た
。
そ
の
な
か

に
は
「
西
国
卅
三
所
巡
礼
」
と
い
う
巡
礼
目
的
の
記
事
や
、「
西
国
一
見
」
と
い
う
観
光
目

的
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
世
で
も
４
０
０
㎞
以
上
の
距
離
が
あ
る
参
詣
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
居
所
と
参
詣
地
と
の
距
離
が
４
０
０
㎞
以
上
に
な

る
と
、
ほ
ぼ
記
事
の
な
い
簡
素
な
壁
書
し
か
み
ら
れ
な
い
。
壁
書
を
残
す
こ
と
は
、
参
詣
先

の
神
仏
と
縁
が
結
ば
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
信
仰
の
た
め
、
も
し
く
は
自
身
が
こ
の
場
所
に

来
た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
っ
た
）
1（
（

。
そ
れ
は
、
神
仏
や
自
分
よ
り
も
後
に
来
た
他
の
参

詣
者
な
ど
、
誰
か
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
て
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
日
付
や
名
前
に
加
え
て
「
西
国
卅
三
所
巡
礼
」
の
よ
う
な
旅
の
目
的
な
ど
の
記
事

で
自
身
の
行
為
を
書
き
記
し
た
壁
書
の
方
が
、
よ
り
信
仰
に
意
欲
的
な
参
詣
を
示
す
記
述
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
書
き
付
け
た
参
詣
者
は
、
そ
の
行
為
に
対
し
て
熱
心

な
信
仰
心
を
持
つ
人
物
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
記
事
の
な
い
壁
書
は
日
付

や
居
所
の
み
の
簡
略
的
な
も
の
で
あ
り
、
書
き
残
す
こ
と
の
効
果
は
あ
ま
り
期
待
し
て
い
な

い
。
つ
ま
り
、信
仰
の
目
的
意
識
が
低
い
壁
書
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

遠
隔
地
か
ら
の
参
詣
は
信
仰
の
意
識
よ
り
も
観
光
の
意
識
が
強
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

小
括

　
壁
書
を
記
事
の
内
容
以
外
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
書
か
れ
て
い
た
位
置
で
は
、
中
世
に
は

建
造
物
内
の
奥
ま
っ
た
場
所
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
世
に
は
出
入
口
付
近

な
ど
人
目
に
つ
く
場
所
に
書
か
れ
て
お
り
、
近
世
に
な
る
と
参
詣
者
が
大
胆
な
行
動
を
と
る

よ
う
に
な
る
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
参
詣
地
と
参
詣
者
の
居
所
と
の
距
離
で
は
、
壁
書
の
記
事
の
有
無
か
ら
参
詣
者
の
意
識
を

推
測
し
た
。
そ
の
結
果
、
４
０
０
㎞
以
上
の
離
れ
た
遠
隔
地
か
ら
の
旅
に
な
る
と
、
中
世
で

も
近
世
で
も
参
詣
者
は
信
仰
の
意
識
が
低
い
参
詣
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
寺
社
参
詣
に
人
々
が
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ

て
い
た
の
か
を
、
参
詣
先
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
壁
書
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
壁
書
に
使
わ
れ
た
言
葉
や
書
き
付
け
ら
れ
た
位
置
に
参
詣
者
の
意
識
が
表
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
中
世
か
ら
信
仰
目
的
と
観
光
目
的
の
参
詣
は
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
意
識
は
記
事
の
言
葉
か
ら
明
確
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
近
世
に
な
る

と
表
面
的
に
は
信
仰
目
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
観
光
目
的
を
美
化
す
る
用
語
を
参
詣
者

が
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
壁
書
の
位
置
な
ど
も
併
せ
て
分
析
し
、
中
世
か
ら
変

化
し
た
、
建
前
上
は
信
仰
目
的
と
し
て
い
る
近
世
の
人
々
の
参
詣
意
識
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
た
。

　
個
々
の
分
析
の
ま
と
め
は
各
章
の
末
尾
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
壁
書

を
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
旅
日
記
を
使
用
し
た
研
究
の
欠
を
い
か
に

補
う
こ
と
が
で
き
た
か
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
参
詣
者
の
意
識
に
つ
い
て
は
、
旅
の
行
動
ル
ー
ト
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
た
が
、
参
詣
者
が

壁
書
に
使
用
し
た
言
葉
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
、
旅
の
目
的
が
中
世
か
ら
近

世
に
な
る
に
つ
れ
て
、
信
仰
か
ら
観
光
に
変
化
し
て
い
た
こ
と
は
個
別
の
事
例
で
知
ら
れ
て

い
た
が
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」「
一
見
」
な
ど
の
記
事
か
ら
そ
れ
を
数
量
デ
ー
タ
で
示
す
こ
と

が
で
き
た
。
そ
し
て
、
先
行
研
究
で
は
中
世
に
お
け
る
明
確
な
観
光
の
事
例
は
指
摘
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、「
一
見
」
の
記
事
か
ら
す
で
に
観
光
が
比
較
的
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
新

た
に
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
近
世
の
旅
人
が
参
詣
を
表
向
き
の
目
的
と
し
て
い
た
の
は
知
ら

れ
て
い
た
が
、
壁
書
に
使
用
さ
れ
る
言
葉
が
「
一
見
」
か
ら
「
参
詣
」
に
変
化
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。

　
参
詣
地
か
ら
定
点
観
測
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
詣
者
の
居
所
に
よ
る
違
い
が
比
較
で
き
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る
よ
う
に
な
っ
た
点
も
大
き
い
。
例
え
ば
、「
西
国
」
の
語
意
も
地
域
に
よ
っ
て
違
い
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
居
所
と
参
詣
地
と
の
距
離
か
ら
、
遠
隔
地
か
ら
の
旅
は
中
世

で
も
近
世
で
も
信
仰
の
意
識
が
低
い
参
詣
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
た
。

　
そ
し
て
、
壁
書
の
位
置
か
ら
、
旅
日
記
で
は
読
み
取
れ
な
い
参
詣
先
の
建
造
物
内
で
の
行

動
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
参
詣
地
で
の
行
動
は
、
言
葉
の
よ
う
に
取
り
繕
え
な
い
無

意
識
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
壁
書
は
私
的
な
苗
字
を
使
う
よ
う
な
秘
め

ら
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
た
め
、
日
記
に
記
す
よ
り
も
本
心
に
近
い
意
識
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
し
か
し
、
本
稿
で
は
収
集
の
対
象
と
す
る
建
築
物
を
主
に
西
日
本
に
絞
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
東
日
本
あ
る
い
は
全
国
の
建
築
物
に
残
さ
れ
た
壁
書
を
研
究
の
対
象
と
す
る
こ
と

で
、
よ
り
当
時
の
寺
社
参
詣
に
お
け
る
人
々
の
意
識
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
歌
は
読
み
手
の
感
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
過
去
に
詠
ま

れ
た
歌
が
引
用
さ
れ
た
も
の
や
御
詠
歌
・「
か
た
み
の
歌
」
の
よ
う
に
参
詣
に
伴
い
形
式
的

に
詠
わ
れ
る
歌
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
信
仰
目
的
・
観
光
目
的
な
ど
の
分
類
に
当
て
は
め
る

こ
と
が
難
し
く
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
壁
書
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
読
み

解
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
参
詣
者
の
意
識
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
第
三
章
第
二
節
で
取
り
上
げ
た
「
廻
り
」「
八
十
八
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
四

国
巡
礼
特
有
の
言
葉
に
な
る
の
か
ど
う
か
は
、
四
国
八
十
八
所
寺
院
の
壁
書
を
集
め
る
こ
と

で
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
報
告
書
を
閲
覧
し
た
が
、
壁
書
が
存
在
し
て
も

史
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
現
状
、
壁
書
が
発
見
さ
れ

た
と
し
て
も
落
書
き
と
し
て
し
か
認
識
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
壁
書

が
史
料
と
し
て
よ
り
積
極
的
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
1
） 

高
橋
敏
「
民
衆
の
旅 

―
巡
礼
供
養
塔
か
ら
み
た
旅
の
教
育
・
文
化
史
的
意
義
―
」（
真
野
俊
和
編

『
講
座
日
本
の
巡
礼
』
第
三
巻
　
巡
礼
の
構
造
と
地
方
巡
礼
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
、
初
出

一
九
七
八
年
）。

（
2
） 

新
城
常
三
「
参
詣
と
民
衆
生
活
」（
同
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
八
二
年
）。

（
3
） 

高
橋
陽
一
「
多
様
化
す
る
近
世
の
旅 

―
道
中
日
記
に
み
る
東
北
人
の
上
方
旅
行
―
」（
同
『
近

世
旅
行
史
の
研
究
―
信
仰
・
観
光
の
旅
と
旅
行
地
域
・
温
泉
―
』
清
文
堂
、
二
〇
一
六
年
、
初
出

二
〇
〇
一
年
）。
田
中
智
彦
『
聖
地
を
巡
る
人
と
旅
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
4
） 

原
淳
一
郎
「
参
詣
と
巡
礼
」（
同
『
近
世
社
寺
参
詣
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
5
） 

佐
藤
顕「
旅
日
記
に
み
る
近
世
の
和
歌
山
観
光
」（『
和
歌
山
市
史
研
究
』第
四
〇
号
、二
〇
一
二
年
）。

（
6
） 

前
田
卓
「
江
戸
時
代
の
巡
礼
の
動
き
」（
同
『
巡
礼
の
社
会
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、一
九
七
一
年
）。

（
7
） 

山
岸
常
人
「
中
世
後
期
の
仏
堂
の
世
俗
的
機
能
」（
同
『
中
世
寺
院
の
僧
団
・
法
会
・
文
書
』
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
九
九
年
）。

（
8
） 

三
上
喜
孝
「
中
近
世
の
仏
堂
墨
書
と
地
域
社
会 

―
天
童
市
若
松
寺
観
音
堂
墨
書
の
調
査
を
ふ
ま
え

て
―
」（『
山
形
大
学
大
学
院
社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
研
究
科
紀
要
』
第
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
9
） 

幡
鎌
一
弘
「
巡
礼
札
か
ら
み
る
西
国
巡
礼
の
信
仰
形
態 

―
天
井
に
打
ち
つ
け
ら
れ
た
信
仰
心
―
」

（『
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
年
報
』 

第
一
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
10
） 

前
掲
註
（
9
）
幡
鎌
論
文
。

（
11
） 

前
掲
註
（
8
）
三
上
論
文
。

（
12
） 

三
上
喜
孝
『
落
書
き
に
歴
史
を
よ
む
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
七
〇
頁
。

（
13
） 

前
掲
註
（
12
）
三
上
著
書
一
〇
六
頁
。

（
14
） 

大
村
拓
生
「
戦
国
期
に
奈
良
か
ら
尼
崎
を
旅
し
た
僧
侶
た
ち
の
記
録
」（『
地
域
史
研
究
：
尼
崎
市

史
研
究
紀
要
』
第
一
一
三
号
、
二
〇
一
三
年
）。
小
島
道
裕
「
中
世
後
期
の
旅
と
消
費
『
永
禄
六
年
北

国
下
り
遣
足
帳
』
の
支
出
と
場
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
一
三
集
、
二
〇
〇
四 

年
）。

（
15
） 

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。

（
16
） 

前
掲
註
（
15
）。

（
17
） 

坂
田
聡
『
苗
字
と
名
前
の
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
四
二
頁
。
豊
田
武
『
苗
字
の
歴

史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
一
五
七
頁
。

（
18
） 

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
五
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。

（
19
） 

前
掲
註
（
7
）
山
岸
論
文
。

（
20
） 

前
掲
註
（
12
）
三
上
著
書
二
二
五
頁
。

（
21
） 

前
掲
註
（
12
）
三
上
著
書
二
一
三
頁
。
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る
よ
う
に
な
っ
た
点
も
大
き
い
。
例
え
ば
、「
西
国
」
の
語
意
も
地
域
に
よ
っ
て
違
い
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
居
所
と
参
詣
地
と
の
距
離
か
ら
、
遠
隔
地
か
ら
の
旅
は
中
世

で
も
近
世
で
も
信
仰
の
意
識
が
低
い
参
詣
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
た
。

　
そ
し
て
、
壁
書
の
位
置
か
ら
、
旅
日
記
で
は
読
み
取
れ
な
い
参
詣
先
の
建
造
物
内
で
の
行

動
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
参
詣
地
で
の
行
動
は
、
言
葉
の
よ
う
に
取
り
繕
え
な
い
無

意
識
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
壁
書
は
私
的
な
苗
字
を
使
う
よ
う
な
秘
め

ら
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
た
め
、
日
記
に
記
す
よ
り
も
本
心
に
近
い
意
識
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
し
か
し
、
本
稿
で
は
収
集
の
対
象
と
す
る
建
築
物
を
主
に
西
日
本
に
絞
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
東
日
本
あ
る
い
は
全
国
の
建
築
物
に
残
さ
れ
た
壁
書
を
研
究
の
対
象
と
す
る
こ
と

で
、
よ
り
当
時
の
寺
社
参
詣
に
お
け
る
人
々
の
意
識
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
歌
は
読
み
手
の
感
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
過
去
に
詠
ま

れ
た
歌
が
引
用
さ
れ
た
も
の
や
御
詠
歌
・「
か
た
み
の
歌
」
の
よ
う
に
参
詣
に
伴
い
形
式
的

に
詠
わ
れ
る
歌
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
信
仰
目
的
・
観
光
目
的
な
ど
の
分
類
に
当
て
は
め
る

こ
と
が
難
し
く
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
壁
書
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
読
み

解
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
参
詣
者
の
意
識
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
第
三
章
第
二
節
で
取
り
上
げ
た
「
廻
り
」「
八
十
八
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
四

国
巡
礼
特
有
の
言
葉
に
な
る
の
か
ど
う
か
は
、
四
国
八
十
八
所
寺
院
の
壁
書
を
集
め
る
こ
と

で
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
報
告
書
を
閲
覧
し
た
が
、
壁
書
が
存
在
し
て
も

史
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
現
状
、
壁
書
が
発
見
さ
れ

た
と
し
て
も
落
書
き
と
し
て
し
か
認
識
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
壁
書

が
史
料
と
し
て
よ
り
積
極
的
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
1
） 

高
橋
敏
「
民
衆
の
旅 

―
巡
礼
供
養
塔
か
ら
み
た
旅
の
教
育
・
文
化
史
的
意
義
―
」（
真
野
俊
和
編

『
講
座
日
本
の
巡
礼
』
第
三
巻
　
巡
礼
の
構
造
と
地
方
巡
礼
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
、
初
出

一
九
七
八
年
）。

（
2
） 

新
城
常
三
「
参
詣
と
民
衆
生
活
」（
同
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
八
二
年
）。

（
3
） 

高
橋
陽
一
「
多
様
化
す
る
近
世
の
旅 

―
道
中
日
記
に
み
る
東
北
人
の
上
方
旅
行
―
」（
同
『
近

世
旅
行
史
の
研
究
―
信
仰
・
観
光
の
旅
と
旅
行
地
域
・
温
泉
―
』
清
文
堂
、
二
〇
一
六
年
、
初
出

二
〇
〇
一
年
）。
田
中
智
彦
『
聖
地
を
巡
る
人
と
旅
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
4
） 

原
淳
一
郎
「
参
詣
と
巡
礼
」（
同
『
近
世
社
寺
参
詣
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
5
） 

佐
藤
顕「
旅
日
記
に
み
る
近
世
の
和
歌
山
観
光
」（『
和
歌
山
市
史
研
究
』第
四
〇
号
、二
〇
一
二
年
）。

（
6
） 

前
田
卓
「
江
戸
時
代
の
巡
礼
の
動
き
」（
同
『
巡
礼
の
社
会
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、一
九
七
一
年
）。

（
7
） 

山
岸
常
人
「
中
世
後
期
の
仏
堂
の
世
俗
的
機
能
」（
同
『
中
世
寺
院
の
僧
団
・
法
会
・
文
書
』
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
九
九
年
）。

（
8
） 

三
上
喜
孝
「
中
近
世
の
仏
堂
墨
書
と
地
域
社
会 

―
天
童
市
若
松
寺
観
音
堂
墨
書
の
調
査
を
ふ
ま
え

て
―
」（『
山
形
大
学
大
学
院
社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
研
究
科
紀
要
』
第
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
9
） 

幡
鎌
一
弘
「
巡
礼
札
か
ら
み
る
西
国
巡
礼
の
信
仰
形
態 

―
天
井
に
打
ち
つ
け
ら
れ
た
信
仰
心
―
」

（『
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
年
報
』 

第
一
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
10
） 

前
掲
註
（
9
）
幡
鎌
論
文
。

（
11
） 

前
掲
註
（
8
）
三
上
論
文
。

（
12
） 

三
上
喜
孝
『
落
書
き
に
歴
史
を
よ
む
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
七
〇
頁
。

（
13
） 

前
掲
註
（
12
）
三
上
著
書
一
〇
六
頁
。

（
14
） 

大
村
拓
生
「
戦
国
期
に
奈
良
か
ら
尼
崎
を
旅
し
た
僧
侶
た
ち
の
記
録
」（『
地
域
史
研
究
：
尼
崎
市

史
研
究
紀
要
』
第
一
一
三
号
、
二
〇
一
三
年
）。
小
島
道
裕
「
中
世
後
期
の
旅
と
消
費
『
永
禄
六
年
北

国
下
り
遣
足
帳
』
の
支
出
と
場
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
一
三
集
、
二
〇
〇
四 

年
）。

（
15
） 

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。

（
16
） 

前
掲
註
（
15
）。

（
17
） 
坂
田
聡
『
苗
字
と
名
前
の
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
四
二
頁
。
豊
田
武
『
苗
字
の
歴

史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
一
五
七
頁
。

（
18
） 

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
五
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。

（
19
） 

前
掲
註
（
7
）
山
岸
論
文
。

（
20
） 

前
掲
註
（
12
）
三
上
著
書
二
二
五
頁
。

（
21
） 

前
掲
註
（
12
）
三
上
著
書
二
一
三
頁
。
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［
謝
辞
］
本
稿
は
、
平
成
三
〇
年
度
に
大
阪
大
谷
大
学
へ
提
出
し
た
卒
業
論
文
を
修
正
し
た
も
の
で
す
。

卒
業
論
文
の
作
成
か
ら
本
稿
の
修
正
ま
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
馬
部
隆
弘
先
生
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

　
寺
内
町
大
ケ
塚
の
名
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
寺
内
町
に
関
わ
る
論
考
に
お
い
て
大
ケ
塚

に
触
れ
る
も
の
は
数
多
い
。
し
か
し
そ
の
形
成
と
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
史
料
を

欠
き
、
元
禄
期
以
降
に
書
か
れ
た
記
録
「
大
雅
塚
由
来
略
記
」
や
「
年
代
記
抜
書
」、
そ
れ

に
後
年
の
村
絵
図
な
ど
を
通
し
て
う
か
が
う
こ
と
以
上
に
は
出
な
か
っ
た
。
今
回
、
寺
内
町

建
設
期
か
ら
は
や
や
後
に
な
る
け
れ
ど
も
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
大
ケ
塚
検
地
帳
写

お
よ
び
そ
れ
と
関
連
す
る
宝
暦
二
年
「
御
水
帳
書
分
」
と
称
す
る
史
料
を
紹
介
す
る
に
あ
た

り
、
そ
こ
か
ら
新
た
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
や
は
り
後
年

の
絵
図
で
は
あ
る
が
町
の
形
成
と
構
造
に
つ
い
て
一
定
の
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
後
半
で
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。
大
ケ
塚
の
町
構
造
、
屋
敷
地
の
分
布
や
規

模
、
町
割
の
変
化
な
ど
、
今
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
ど
も
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
従
来
既
存
集
落
を
前
提
に
建
設
さ
れ
計
画
的
建
設
の
曖
昧
さ
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
寺
内
町
に
つ
い
て
も
一
定
の
見
直
し
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

一
、
大
ケ
塚
寺
内
町
の
成
立
と
そ
の
問
題
点

　
大
ケ
塚
の
形
成
と
展
開
に
つ
い
て
は
従
来
、
先
ほ
ど
の
「
大
雅
塚
由
来
略
記
」
や
「
年
代

大
ケ
塚
の
町
割
と
そ
の
変
化

　
　
―
慶
長
十
三
年
検
地
帳
と
宝
暦
二
年
「
水
帳
書
分
」
を
通
し
て
―

山
　
中
　
浩
　
之

記
抜
書
」
が
利
用
さ
れ
て
き
た
が（
１
）、

現
在
で
は
前
者
が
『
河
内
屋
可
正
旧
記
』
巻
一
か
ら
の

抄
写
で
あ
る
こ
と
が
巻
一
～
三
の
新
た
な
発
見
と
翻
刻
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
り
、｢

年
代

記
抜
書
」
も
す
で
に
『
河
内
屋
年
代
記
』
と
し
て
そ
の
全
体
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
２
）。

内
容
的

に
は
変
わ
ら
な
い
が
、
基
本
的
な
動
き
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
原
文
を
通
し
て
ま
ず
そ
れ

を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
後
述
史
料
の
理
解
に
と
っ
て
も
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
河
内
屋
可
正
旧
記
』
巻
一
「
当
地
開
基
の
事
」
に
よ
れ
ば
「
当
地
の
境
内
ハ
天
文
の
始

迠
ハ
茫
々
た
る
芝
山
也
、
南
よ
り
北
、
西
よ
り
東
、
往
還
の
道
有
、（
中
略
）
山
城
、
一
須
賀
、

東
山
、
三
ケ
領
に
と
な
り
て
、
い
つ
れ
の
領
内
共
し
れ
す
、
隣
郷
よ
り
土
民
出
て
開
発
し
、

作
を
な
し
小
家
を
造
り
住
居
す
る
者
五
三
輩
、
所
謂
芝
切
源
左
衛
門
等
也
、
其
後
次
第

く

民
屋
多
く
な
る
」
と
み
え
る
（
以
下
『
可
正
旧
記
』
と
略
記
）。
す
な
わ
ち
大
ケ
塚
は
天
文

年
間
の
は
じ
め
ま
で
は
芝
山
で
、
南
北
東
西
に
道
が
通
っ
て
い
た
だ
け
で
、
南
側
は
山
城
村
、

北
側
は
一
須
賀
村
、
東
側
は
東
山
村
に
接
し
、
ど
こ
の
領
内
と
も
知
れ
な
い
地
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
村
々
か
ら
人
々
が
徐
々
に
入
り
込
ん
で
開
発
し
、
住
居
す
る
も
の
が
出
て
き
た
と
い

う
。
そ
し
て
そ
の
後
、「
永
禄
の
始
に
根
来
寺
の
大
将
宗
繁
の
下
知
と
し
て
大
ケ
塚
を
城
に

き
づ
き
、
大
将
を
入
を
き
、
根
来
の
大
衆
三
四
十
軒
住
す
、
寺
屋
敷
ハ
大
念
寺
の
南
北
一
段

高
き
所
に
有
、
此
時
隣
郷
の
村
老
た
る
者
、
村
々
よ
り
一
人
宛
当
地
に
来
て
か
り
に
住
居
す
、

是
城
主
の
下
知
に
随
ふ
か
故
也
、
此
時
節
、
予
か
先
祖
壺
井
源
助
等
河
内
村
よ
り
当
地
に
来

る
、
其
外
此
類
多
し
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
永
禄
の
は
じ
め
（
一
五
六
〇
前
後
）、
紀
州
根

来
寺
の
大
衆
が
進
出
し
て
き
て
、
大
念
寺
の
南
北
の
や
や
高
台
の
地
に
城
砦
「
寺
屋
敷
」
を
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